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一
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は
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一
一
、
一
九
二

0
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一
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一、
は

し

が

さf

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
商
業
銀
行
の
集
中
が
本
格
的
K
進
行
し
た
の
は
、

一
九
一

0
年
代
末
期
以
降
で
あ
る
。

こ
れ
は
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ

ス
な
ど
と
く
ら
べ
て
の
ア
メ
リ
カ
の
い
ち
じ
る
し
い
特
色
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
で
は
す
で
に
一
九

O
O年
に
、

通
銀
行
の
総
資
金
運
用
額
の
約
四

O
%を
占
め
る
ほ
ど
集
中
が
進
ん
で
い
た
。
こ
れ
ら
の
大
銀
行
は
交
互
計
算
取
引
、
株
式
発
行
、
人
的

結
合
の
三
つ
を
紬
と
し
て
、
産
業
企
業
と
の
間
に
み
っ
せ
つ
な
結
合
関
係
を
保
持
し
つ
つ
、
強
力
な
組
織
的
独
占
体
を
形
成
し
た
。
イ
ギ

ペ
ル
リ
シ
の
六
大
銀
行
が
普
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-
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
銀
行
の
集
中

中
村

日
ス
に
お
い
て
も
、
産
業
企
業
に
お
け
る
強
力
な
独
占
組
織
の
形
成
は
お
く
れ
た
と
は
い
え
、
銀
行
の
集
中
は
い
ち
じ
る
し
く
、

ハ
4
〉

(

5

)

O
年
に
は
一
一
の
銀
行
で
全
預
金
の
半
ば
以
上
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、

九
O 

一
九
世
紀
末
か
ら
二

O

世
紀
は
じ
め
に
か
け
て
の
独
占
企
業
の
形
成
の
た
め
の
金
融
は
、

た
の
で
あ
り
、
商
業
銀
行
独
自
の
力
に
よ
る
独
占
体
形
成
へ
の
実
質
的
介
入
は
、

そ
の
大
部
分
が
モ
ル
ガ
シ
以
下
の
投
資
銀
行
業
者
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

当
時
の
商
業
銀
行
は
、
全
体
と
し
て

い
ま
だ
脆
弱
な
基
盤
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
群
小
銀
行
乱
立
の
状
態
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
そ
の
中
に
も
一
定
規
模
の
集
積
に
よ
っ
て
、

あ
る
て
い
ど
の
金
融
的
支
配
力
を
持
つ
も
の
も
あ
る
に
は
あ
っ
た
が
、
投
資
銀
行
機
関
の

ハ
8
M

は
た
し
た
圧
倒
的
役
割
に
く
ら
べ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
が
か
る
商
業
銀
行
も
蔚
芽
的
に
は
一
九
一

0
年
代
に
、
明

確
な
形
と
し
て
は
一
九
二

0
年
代
に
、

い
ち
じ
る
し
く
集
中
の
傾
向
を
強
め
る
。
だ
が
そ
れ
は
も
は
や
、
ド
イ
ツ
や
イ
ギ

P
ス
に
お
け
る

が
ご
と
く
、
独
占
組
織
形
成
に
相
郎
応
す
る
も
の
と
し
て
の
銀
行
の
集
中
で
は
な
か
っ
た
。
主
要
な
産
業
分
野
は
す
で
に
第
一
次
世
界
大

戦
以
前
に
、
巨
大
独
占
体
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
お
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、

乙
の
時
期
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
商
業
銀
行
の
築

- 38ー

中
の
特
殊
性
が
あ
る
。

そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
独
占
資
本
形
成
過
程
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
巨
大
な
独
占
体
の
成
立
後
に
お
け

る
ア
メ
リ
カ
の
金
融
構
造
の
変
化
の
問
題
と
し
て
考
祭
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

ア
メ
H
Y
カ
に
お
け
る
商
業
銀
行
の
集
中
を
み
る
ば
あ
い
に
、

い
ま
ひ
と
つ
注
怠
す
べ
き
問
題
が
あ
る
。

そ
れ
は
、

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て

は
商
業
銀
行
の
全
国
的
支
庖
網
形
成
が
、
法
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
州
ご
と
に
若
干
の
ち
が
い
は
あ
る
が
、

い
わ
ゆ
る
単

一
銀
行
制
(
ロ
ロ
比
四
回
口
付

ω
3
g
g
)
が
原
別
で
あ
る
。
支
活
設
置
を
認
め
る
州
で
も
多
く
は
市
内
支
屈
に
か
ぎ
ら
れ
、
州
内
全
域
に
わ
た
っ

ハ9
V

て
支
活
設
置
を
認
め
て
い
る
の
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ほ
か
数
州
に
す
ぎ
な
い
。
他
国
に
例
を
み
な
い
か
か
る
法
的
規
制
が
、
い
か
な

る
理
由
で
十
九
世
紀
以
降
現
在
に
い
た
る
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
き
わ
め
て
興
味
ぷ
か
い
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
と
も
か
く
と
し
て

こ
の
よ
う
な
法
的
規
制
の
存
在
が
集
中
の
形
態
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
以
下
本
稿
に



お
い
て
は
、

一
九
一

0
年
代
末
期
以
降
の
商
業
銀
行
の
築
中
過
程
を
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
問
題
点
に
留
意
し
な
が
ら
検
討
す
る
乙
と
に

し
た
い
。

(2) (1) 

戸
原
四
郎
「
ド
イ
ツ
金
融
資
本
の
成
立
過
程
」
一
九
六

O
年
、
一
一
一
…
六
頁
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
銀
行
の
集
中
過
程
お
よ
び
そ
の
産
業
企
業
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
ご
著
を
み
よ
。
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H
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g
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田
}HHロ門
TH印
R
5
u
H
U
N斗
wHV也・)戸、刊日
lH斗叶・

生
川
栄
治
「
イ
ギ
リ
ス
金
融
資
本
の
成
立
」
一
九
五
六
年
、
一

O
O頁
o

な
お
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
銀
行
集
中
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り

H・
ω可
r
g
一
寸
『
白
〉
B
乱
開
g
g
t
cロ
宮
O〈
0
5自
己

5
開
ロ
田
口
印
げ
回
日
口
広
口
問
w
Z
N印
l
H
S
F
H
U
N由
・
を
み
よ
。

ド
イ
ツ
と
イ
ギ

nJ
ス
に
お
け
る
銀
行
集
中
の
お
の
お
の
の
特
徴
を
、
A
・
ヴ
ェ

l
バ

i
は
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。
「
:
:
:
ド
イ
ツ
で
は
む
か
し
か
ら

ベ
ル
リ
ン
に
い
た
か
、
あ
る
い
は
ベ
ル
リ
ン
に
主
要
広
舗
の
一
つ
を
有
し
て
い
た
銀
行
の
業
務
方
式
が
勝
利
を
占
め
た
。
他
方
イ
ギ
ヲ
ス
に
つ
い
て
は
、

む
し
ろ
地
万
か
ら
首
都
へ
進
出
し
た
銀
行
が
勝
利
を
占
め
た
と
い
っ
て
よ
い
よ
*

〉・

4
司自ゲ由吋
U

り
4
0印見切口
σ田口
r
mロ
ロ
ロ
ハ
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ω℃
o
E
E
5ロ印日)白ロ
Z
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C
ω
∞
u匂
-UN-

な
お
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
よ
う
に
、
投
資
銀
行
の
援
助
な
し
に
、
自
力
で
巨
大
独
占
体
を
形
成
し
た
例
も
あ
る
。

一
八
九
六
年
に
は
全
商
業
銀
行
数
一
一
四
七
四
行
、
総
預
金
約
四
一
・
四
億
ド
ル
。

一
九

O
一
年
に
は

F

一
三
四
二
四
行
、

P

約
八
一
二
億
ド
ル
。

一
九

O
六
年
に
は

P

一
九
七
八
六
行
、

F

約
一
一
一
・
九
億
ド
ル

Z

ホ
ロ
O
R
ι
c問
。
c〈開門口
CH凹

O
H
H
r白
河
白
門
TW円
回
目
河
町
田
ぬ
円
〈
白

ω
百
円
四
日
日
〉
日
「
切
出
ロ
「

ω
宮門
-
2
k
m
w
dロ
-
5
ι
ω
S
5印
H∞∞
m
I
H
U印印
uHU印
也
巴
γω
白!日吋・

ジ
ヤ
コ
ビ
イ
&
ソ
ル
ニ
ア
は
、
二

O
世
記
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
の
商
業
銀
行
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
「
二

O
世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
の
諸
銀

行
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
て
い
た
収
議
資
産
の
約
半
分
は
円
事
業
』
貸
付

(
J
g
u
g
ω
3
-
c吉
田
)
と
し
て
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
の
こ
り
の
う
ち

主
な
も
の
は
、
農
業
貸
付
で
あ
り
、
株
式
担
保
、
有
価
証
券
担
保
、
不
動
産
担
保
の
貸
付
で
あ
り
、
証
券
投
資
で
あ
っ
た
。
一
卒
業
貸
付
の
大
部
分
は
非

39 -

(4) (3) (5) (7) (6) (8) 

経
済
学
研
宛

j¥、



金
融
企
業
!
主
と
し
て
中
小
規
模
の
商
工
業
企
業
i
l
i

の
遂
転
資
本
需
要
に
融
資
す
る
短
期
信
用
で
あ
っ
た
じ
銀
行
総
総
は
、
ま
さ
に
円
商
業
』
銀

行
制
度
(
公

2
5
5
2口
E
3
Eロ
E
口
問
団
百
昨
日
目
)
と
よ
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
非
金
融
企
業
へ
の
短
期
貸
付
が
銀
行
の
収
議

資
践
の
最
大
の
一
項
目
を
な
し
て
い
た
し
、
銀
行
は
か
か
る
貸
付
を
お
こ
な
う
主
要
な
機
関
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
」
諸

ネ

Z-
国
-
M
m
w
g
σ
u有国ロハ
H
H
N
-
M
・
ω
川
口
乙
ロ
円
四
円
・
∞
ロ
印

5
0田
町
明
日
ロ
山
口
口
何
回
口
門
日
出
戸
口
r
u
m
u
H
U
h
H
4
u
℃

-
H
-

ア
メ
リ
カ
の
銀
行
法
に
は
連
邦
法
と
州
法
が
あ
り
、
三
単
一
銀
行
制
(
り
ロ
丘
四
自
在
口
問

ω
3
5
5
)
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
前
者
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
も
の
を

悶
法
銀
行

(Z丘一

DE-
一切
g

Z

と
い
い
、
連
邦
準
備
制
皮
に
加
却
の
義
務
を
負
う
。
後
者
に
よ
る
も
の
は
州
法
銀
行

3
5目
出
g
r
)
で
あ
り
、
連
邦
備
準

制
皮
へ
の
加
盟
は
任
意
で
あ
る
。
州
法
は
州
ご
と
に
か
な
り
の
ち
が
い
が
あ
る
。
速
邦
法
は
一
八
六
三
年
の
制
定
以
来
、
特
殊
な
ば
あ
い
を
除
い
て
は
、

支
庖
の
設
世
を
一
切
認
め
な
か
っ
た
が
、
一
九
一
一
一
一
年
、
州
銀
行
法
が
州
法
銀
行
に
対
し
て
そ
の
本
筋
所
在
の
都
市
内
に
お
い
て
支
庖
設
置
を
許
可
し

て
い
る
州
内
の
国
法
銀
行
に
対
し
て
は
、
州
法
銀
行
と
お
な
じ
く
市
内
支
庖
の
設
置
を
便
宜
的
に
認
め
た
。
一
九
ご
七
年
の
マ
ク
フ
ア
デ
ン
条
令
(
窓
口

町
出
品

L
E
〉
門
戸
)
は
一
九
一
一
一
一
年
の
便
宜
的
措
霞
を
法
的
に
確
認
す
る
と
同
時
に
、
他
万
、
連
邦
準
備
加
胆
銀
行
の
本
応
所
在
都
市
以
外
に
お
け
る
そ
の

と
の
支
広
新
設
を
禁
じ
、
ま
に
、
あ
ら
た
に
加
盟
し
よ
う
と
す
る
銀
行
は
、
こ
の
条
令
施
行
後
に
新
設
し
た
支
屈
を
隣
止
す
べ
き
こ
と
を
定
め
た

Z

*

∞
O
田口凶

D
向
。
。
〈
21口
C
H
印
白
出
同
一
H同
司
巾
《
山
内
同
国
】
河
巾
印
21〈白

ω
〕吉山件。

5
一

回

m
H
H
H
r
z
m
ω
門戸
LF白田
u
H
P
R
f
匂
℃

-
H
]戸
出

llHH
斗・

次
に
交
路
銀
行
設
立
の
可
否
に
か
ん
す
る
州
銀
行
訟
を
分
類
す
れ
ば
次
の
と
う
り
で
あ
る
。
*

一
九
一
一
四
年
六
月
末一七マUイノー、、Fノ

一七し斗ノスJ 
一一凶
=

j

 

コ
叶
山
WJ

四
八

ア
メ
り
カ
に
お
け
る
銀
行
の
集
中

コ
4
3

4
ふ
市

(9) 

交
広
銀
行
の
設
立
を
州
銀
行
法
に
て
禁
止
す
る
州

交
活
銀
行
の
在
在
せ
ゴ
る
州

現
十
仔
ぜ
る
交
応
銀
行
の
存
続
を
許
可
し
て
い
る
州

支
脂
銀
行
設
立
を
州
銀
行
法
に
て
許
可
す
る
州

全
州
に
わ
た
り
交
路
銀
行
設
立
を
許
可
す
る
州

本
庖
所
在
都
市
内
の
み
に
支
庖
を
許
可
す
る
州

支
路
銀
行
設
立
に
か
ん
し
州
銀
行
法
に
明
記
せ
ま
る
州

支
庖
銀
行
の
夜
在
せ
ゴ
る
州

州

総

数

- 40ー
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一
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四
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*
ロ
O
戸

『

仏

え

の

O
〈

mHロ
0

3

0
同

任

命

的

自

門

T
W門
戸

}
M
N
g目
吋
〈
巾

ω可
2
0
5
日
明
白
己
叩
H

ーと

H
N巾
印
由
吋
〈

O

切
口
-
-
2
5
v
H
m
w
M
m
w
u
H
Y
H甲
山
。

u
品・

古
田
第
四
総
「
銀
行
集
中
の
大
勢
」
其
一
米
悶
の
部
、
一
九
三

O
年
、
六
八
頁
|
六
九
頁
よ
り
転
写
。

こ
の
点
に
か
ん
し
て

R
・
s・
セ
イ
ヤ
!
ズ
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
「
連
邦
法
及
び
州
法
の
下
に
お
け
る
支
広
制
銀
行
業
の
制
限
を
説
明
す
る
た

め
に
は
、
『
金
融
ト
ラ
ス
ト
』
に
対
す
る
恐
怖
、
す
な
わ
ち
金
融
機
関
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
態
度
の
支
配
的
な
一
傾
向
を
と
り
あ
げ
ね
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
一
部
分
、
独
占
勢
力
の
成
長
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
白
出
企
業
信
奉
者
達
の
一
般
的
嫌
恕
i
l
l
銀
行
法
と
同
様
他
の
多
く
の
分

野
に
お
い
て
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
嫌
悪
ー
ー
を
示
す
特
殊
な
一
面
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
銀
行
史
か
ら
み
れ
ば
、
借
手
す
な
わ
ち
資
本
の
不
足

ロ

エ

テ

イ

ア

に
悩
か
新
開
拓
地
域
の
側
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ニ
ュ

l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
並
び
に
東
部
一
般
の
堅
聞
な
金
融
努
力
に
対
す
る
一
種
独
特
の
感
情
が
あ

っ
た
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
中
小
都
市
や
そ
の
周
辺
の
村
落
地
方
は
、
東
部
の
金
権
主
義
に
根
ま
す
大
金
融
機
関
に
よ
り
、
そ
の
地
方
の
小
銀
行
が
外
部

か
ら
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
一
般
的
に
反
対
で
あ
っ
た
。
」
*

北
対
・

ω
・
ω白
百
円
田
口
〉

B
2
5戸
口
∞

g
r
Hロ間

ω可
2
0
H
F
〉

ω
r
o
R
Y
H
U
A
H
∞wu-AH・

世。

一一、

一
九
二

0
年
代
の
銀
行
休
業

さ
ま
ざ
ま
な
銀
行
集
中
方
式
を
み
て
い
く
前
に
、
ま
ず
一
九
二

0
年
代

の
銀
行
休
業
の
状
態
に
つ
い
て
一
般
的
に
み
て
お
こ
う
。
第
一
表
は
と
の

時
期
の
銀
行
休
業
数
の
推
移
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
一
二
年
か

ら
一
九
二
九
年
ま
で
の
間
で
約
五
七

O
O
の
銀
行
が
休
業
し
て
い
る
(
全

商
業
銀
行
数
に
つ
い
て
は
第
二
表
を
み
よ
〉
。

一
九
二

0
年
代
が
一
般
に

好
況
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
れ
は
相
当
大
き
な
数
字
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

乙
の
数
字
だ
け
を
と
っ
て
み
て
も

一
見
い
ち
じ

る
し
く
築
中
が
す
す
ん
だ
よ
う
に
み
え
る
。
と
こ
ろ
が
実
は
そ
う
で
は
な

経
済
学
研
究

j¥、

第 1表休業銀行数

I F?1 "H，，，，"" l1JuJllj!州法院力闘州!
年次|国法銀何S良 行[法銀行l

金
融
研
究
会
、
調

森
川
太
郎
訳
「
ア
メ
リ
カ
の
銀
行
組
織
」
四
頁

i
五
頁
。

L
l
 

-Z日

1921 52 19 434 505 

1922 49 13 304 366 

1923 90 32 524 646 

1924 122 38 615 775 

1925 118 28 472 618 

1926 123 35 818 976 

1927 91 31 547 669 

1928 57 16 425 498 

1929 64 17 578 659 

判 4，717 5，712 

Studenski & Krooss: Financial History 

ofth巴UnitedStates， 1952， p. 335.より作成.
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
銀
行
の
集
中

中
村

ぃ。

ζ

の
休
業
銀
行
の
大
部
分
は
農
業
地
域
の
弱
小
銀
行
な
の
で
あ
る
。
表
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
休
業
銀
行
は
非
加
盟
州
法
銀
行

に
圧
倒
的
に
多
い
。

こ
れ
は
休
業
銀
行
の
多
数
が
、
地
方
の
小
銀
行
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
都
市
の
一
定
規
模
以
上
の
州
法
銀
行
は
、

た
い
て
い
連
邦
準
備
制
度
に
加
盟
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
休
業
銀
行
の
地
域
別
分
布
を
み
る
と
、
南
部
、
中
間
部
、
西
部
で
全
体
の
約

ハ
u
v

九
四
%
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
方
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
農
業
を
主
た
る
産
業
と
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
も
つ
ば
ら
農
業
に
依
存

し
て
い
る
州
の
休
業
数
は
は
な
は
だ
し
く
多
い
。

一
九
二
O
年
か
ら
二
九
年
の
聞
に
、
ナ
ワ
ス
・
ダ
コ
タ
州
で
は
全
銀
行
数
の
五
七
%
、
ニ

ュ
I
・
メ
キ
ジ
コ
州
で
は
五
O
%
、
ナ
ヲ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
で
は
四
九
%
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で
は
四
三
%
、
ブ
ロ
日
ダ
州
で
は
七
二
%
が

そ
れ
ぞ
れ
休
業
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
工
業
諸
州
の
休
業
は
は
る
か
に
す
く
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ニ
ュ

1
・
ヨ
ー
ク
州
お
よ
び

ぺ
シ
ジ
ル
パ
ニ
ア
州
で
は
全
銀
行
数
の
一
了
五
%
、
マ
ナ
チ
ユ
セ
ツ
ツ
州
で
は
わ
ず
か
に
了
二
五
%
が
休
業
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
な
お
休

業
し
た
銀
行
の
有
し
て
い
た
預
金
総
額
は
、
一
五
億
ド
ル

i
l
a
一
六
億
ド
ル
で
あ
っ
た
。

ζ

の
時
期
の
銀
行
休
業
が

こ
の
よ
う
に
、
も
つ
ば
ら
農
業
地
域
に
集
中
し
た
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
か
ん
た
ん
に
い
え
ば
、

こ

れ

- 42-

は
二
O
世
紀
初
頭
以
降
の
農
業
諸
州
に
お
け
る
、
好
況
を
背
景
と
し
た
銀
行
設
立
ブ
1
ム
の
整
理
過
程
で
あ
る
。

一
九
O
O
年
か
ら
O
九

年
ま
で
の
期
間
の
銀
行
数
の
増
加
を
地
域
的
に
み
る
と
、
東
部
の
工
業
諸
州
で
は
二
、
二
O
O
行
か
ら
三
、
一
O
O
行
へ
と
約
了
五
倍
の

増
加
率
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
南
部
の
諸
州
で
は
一
、
六
O
O
行
か
ら
五
、

0
0
0行
へ
、
中
西
部
諸
州
で
は
三
、
五
O
O
行
か
ら
七
、
一
O

O
行
へ
、
西
部
諸
州
で
は
ニ
、
一
O
O
行
か
ら
五
、
六
O
O
行
へ
と
、
い
ず
れ
も
こ
倍
か
ら
三
倍
の
増
加
を
示
し
て
い
る

o
f
の
傾
向
は
若

千
弱
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
奥
常
な
好
況
に
支
え
ら
れ
て
一
九
二
O
年
ま
で
続
い
た
。

こ
れ
ら
の
銀
行
の
多
く
は
、

資
本
金
数
万
ド
ル
て
い
ど
の
き
わ
め
て
脆
弱
な
「
回
合
の
銀
行
」

(EEH
ぴ
山
口
付
)
で
あ
り
、

設
立
当
初
か
ら
過
剰
銀
行
(
印
足
立

5
E口付)

の
性
格
が
濃
厚
な
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
燦
業
部
門
で
は
一
九
二

0
年
代
は
じ
め
か
ら
、

は
や
く
も
不
況
に
入
っ
た
。
燥
庄
物
価
格
は
下
落
を
つ
づ
け
、
農
業
所
得
は



一
九
一
八
年
g
1
J

ニ
O
年
の
年
平
均
一
五

O
億
ド
ル
か
ら
、

へ
と
減
少
し
、
ま
た
、

一
九
二
二
年
1

二
九
年
の
年
平
均
一

O
O鰭
ド
ル
な
い
し
一
二

O
億
ド
ル

土
地
価
格
も
一
九
一
一

O
年
o
t
i
-
-
i
二
六
年
で
約
三

O
%下
落
し
に
可
預
金
が
減
少
し
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
要
留
が
、
も
と
も
と
異
常
な
増
大
に
よ
っ
て
競
争
の
は
げ
し
か
っ
た
農
業
地
域
の
弱
小
銀
行
の
経
蛍
を
、

ハ
げ
)

し
た
の
で
あ
っ
た
。

い
っ
そ
う
不
利
に

乙
の
時
期
の
休
業
銀
行
数
の
増
大
は

こ
の
よ
う
に
、
農
産
物
価
格
、

土
地
価
格
の
ブ
l
ム
に
の
っ
て
乱
立
さ
れ
た
弱
小
な
「
回
令
の

銀
行
」
が
、
農
業
不
況
の
過
程
で
整
理
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
休
業
し
た
銀
行
は
、
そ
の
ま
ま
破
産
し
て
し

ま
う
か
、
あ
る
い
は
近
隣
都
市
の
銀
行
に
吸
収
さ
れ
弘
)
支
日
銀
行
が
認
め
ら
れ
て
い
る
州
で
は
支
応
化
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
(
た
だ
し

こ
の
例
は
す
く
な
い
〉
、

そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
休
業
し
た
銀
行
の
従
来
の
預
金
は
、
顧
客
も
ろ
と
も
他
の
銀
行
に
吸
収
さ
れ
た
で
あ

そ
れ
に
よ
っ
て
業
務
を
拡
大
し
え
た
の
は
大
都
市
の

- 43-

ろ
う
。
し
か
し
休
業
銀
行
の
規
模
と
所
在
地
が
右
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

集
中
も

せ
ま
い
範
囲
で
の
地
方
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た

お
な
じ
く
農
業
地
域
の
小
都
市
の
、
「
田
舎
の
銀
行
」
よ
り
は
や
や
規
模
の
大
き
い
中
小
銀
行
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る

大
銀
行
で
は
な
く
、

ζ

と
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
第
二
表
は
一
九
一
九
年
か
ら
三

O
年
ま
で
の
銀
行
合
同
件
数
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
合
同
件

数
総
計
約
四
、
八

O
O
の
う
ち
に
は
、
こ
の
種
の
も
の
が
相
当
数

ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
都
市
の
大
銀
行
が
合
同
の

主
体
に
な
る
の
は

の
ち
に
み
る
よ
う
に
二

0
年
代
の
後
半
、

な
か
ん
ず
く
一
九
二
七
年
1

1

二
九
年
で
あ
る
。

経
済
学
研
究

八

銀行合同件数

次[会商業銀行数[銀行合同件数

第2表

189 

197 

306 

351 

353 

365 

561 

607 

All-Bank Statistics， p. 37. 
Goldschmidt : The Changing 

Structure of American Banking， 

1933， p. 305.より作成.

432 

558 

364 

501 

29，148 

30，291 

30，456 

30，120 

29，829 

28，988 

28，442 

27，742 

26，650 

25，798 

24，970 

23，679 

年

1919 

1920 

1921 

1922 

1923 

1924 

1925 

1926 

1927 

1928 

1929 

1930 



ア
メ
り
カ
に
お
け
る
銀
行
の
集
中

中
村
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℃
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円
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目
z
p
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H・

の
D52YHHHH含
H
F
-
p
w
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y
N
H
H・

国
-
C
-
H
1
2
]
E
R
H
〉
目
。
江
口
田
口
開
口
O
ロ
O
白
山
口
出
E
o
q
W
3
r
E
E
C
P
H
U忠
w}ぷ
y
g印
1
8
0・

銀
行
休
業
頻
発
の
閥
次
的
原
因
と
し
て
次
の
よ
う
な
事
情
が
加
わ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
動
車
の
普
及
に
よ
っ
て
、
農
民
が
「
田
舎
の
銀
行
」
と
の
従
来
の

取
引
を
や
め
地
方
中
小
都
市
へ
出
か
け
る
ζ

と
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
。
一
九
一
三
年
の
速
邦
準
備
制
度
の
成
立
に
よ
っ
て
小
切
手
決
済
業
務
が
縮
少

し
、
銀
行
の
そ
れ
に
よ
っ
て
え
て
い
に
手
数
料
が
減
少
し
た
こ
と
。
土
地
抵
当
貸
付
業
務
が
土
地
銀
行
の
台
頭
に
よ
っ
て
減
少
し
た
乙
と
。
全
国
的
な

チ
エ
イ
ン
・
ス
ト
ア
の
発
展
、
通
信
奴
売
の
普
及
に
よ
っ
て
農
村
の
小
売
商
踏
の
売
上
げ
が
減
少
し
、
銀
行
と
の
取
引
が
縮
少
し
た
こ
と
等
々
で
あ
る
。

な
お
、
独
立
の
銀
行
と
し
て
そ
の
後
業
務
を
再
開
し
た
の
は
一

O
%強
で
あ
っ
た
。
*

*

の
O
]
仏田口
r
B正門
H
F
-
P
L
Y
U
C
U句、吋同})]巾

N叶
・
よ
り
算
出
。
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(1司 (16) 仕切(18) 

チ
ェ
イ
ン
・
バ
ン
キ
ン
グ

-vv
ス
テ
ム
、

グ
ル
ー
プ
・
バ
ン
キ
ン
グ

-vv
ス
一
ア
ム

つ
ぎ
に
ア
メ

p
カ
に
お
け
る
銀
行
集
中
の
一
方
式
で
あ
る
、

チ
ェ
イ
シ
・
パ
シ
キ
シ
グ
-
V
ス
テ
ム
(
の
げ
包
口
出
血
ロ
在
口
問

ω
3
8
B
)
お
よ

び
グ
ル
ー
プ
・
パ
シ
キ
シ
グ
-
V
ス
テ
ム
(
の
gcH)
出

gwzmω
百件。
5
)
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
潜
行
的
支
時
制

度
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

一
人
あ
る
い
は
数
人
の
指
導
者
に
よ
っ
て
、
多
数
の
独
立
銀
行
の
営
業
が
統
一
的
に
ゴ
シ
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い

る
ば
あ
い

ζ

れ
を
チ
エ
イ
シ
・
パ
シ
キ
シ
グ

-
V
ス
テ
ム
と
よ
ぷ
。
そ
の
支
配
は
株
式
所
有
、
役
員
兼
任
な
ど
の
方
法
に
よ
る
。

ζ

れ
に

対
し
て
、
持
株
会
社
ま
た
は
類
似
の
組
織
に
よ
っ
て
多
数
の
銀
行
の
統
一
的
経
営
が
お
こ
な
わ
れ
る
ば
あ
い
、
こ
れ
は
グ
ル
ー
プ
・
パ
シ
キ

シ
グ

-
V
ス
テ
ム
と
よ
ば
れ
る
。
持
株
会
社
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
プ
を
組
織
す
る
方
法
は
、
一
般
産
業
企
業
に
お
け
る
と
お
な
じ
ノ
ヘ
、

グ
ノレ



ブ
に
入
る
各
銀
行
の
株
式
と
、
持
株
会
社
じ
し
ん
の
株
式
の
交
換
に
よ
る
乙
と
が
多
い
。
チ
エ
イ
シ
、

グ
ル
ー
プ
内
の
銀
行
は
加
入
後
も

そ
の
銀
行
じ
た
い
の
名
称
を
保
持
し
、
従
来
の
重
役
は
た
い
て
い
そ
の
ま
ま
留
任
し
、
資
本
金
お
よ
び
従
来
員
な
ど
に
も
変
化
な
く
、
形

式
的
に
は
従
来
の
独
立
銀
行
と
変
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
各
銀
行
の
重
要
な
一
般
方
針
は
、
主
体
銀
行
(
宮
包
E
D
W
)

ま
た
は
持
株
会
社

度
の
利
益
を
享
受
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
ζ

で
問
題
は

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
組
織
は
、
支
届
銀
行
設
置
の
法
的
制
限
に
ふ
れ
る
こ
と
な
く
、
実
質
的
に
支
屈
銀
行
制

こ
れ
ら
の
組
織
が
ど
の
て
い
ど
の
ひ
ろ
が
り
と
支
配
力
を
も
っ
て
い
た
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
チ
ェ
イ
シ
・

ν
ス
テ
ム
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
・

ν
ス
テ
ム
に
か
ん
す
る
デ
ー
タ
は
、

ζ

れ
ら
が
直
接
に
は
法
的
規
制
の
対

象
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

き
わ
め
て
断
片
的
で
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
な
く
、

そ
の
全
貌
は
容
易
に
は
把
握
し
が
た
い
。

ま
ず
チ
エ
イ
シ
・
ジ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
は
本
来
は
農
業
地
域
に
お
い
て
発
達
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ス
・
ダ
ゴ
タ
州
の
例
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。
や
や
お
く
れ
て
、
北
西
部
諸
州
と
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
、
テ
キ
サ
ス
州
、
ア
l
カ
シ
ナ
ス
州
、

ν
I
州
な
ど
に
ひ
ろ
ま
っ
た
。
し
か
し
初
期
の
チ
エ
イ
シ
・
ジ
ス
テ
ム
は
い
ず
れ
も
き
わ
め
て
ル
ー
ズ
な
も
の
で
あ
り
、
二

O
世
紀
初
頭
に

A
U

引一
v

お
い
て
も
「
個
人
あ
る
い
は
一
家
族
が
一
連
の
銀
行
機
関
か
ら
利
益
を
う
る
」
と
い
っ
た
て
い
ど
の
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
大

一
八
八
四
年
の
ノ

1
ア
ネ
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き
い
と
さ
れ
て
い
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
例
で
も
、
最
大
時
で
(
一
八
九

0
年
代
)
二

O
O行
の
群
小
銀
行
を
よ
せ
集
め
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、

加
入
銀
行
も
大
部
分
は
州
内
に
と
ど
ま
っ
た
。
都
市
で
は
ニ
ュ

I
・ヨ

I
ク
と

νカ
ゴ
に
若
干
の
例
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
テ
ェ
イ
シ

-
V
ス

テ
ム
は
一
般
に
寿
命
が
短
か
く
、
と
く
に
一
九
二

0
年
代
に
は
、
あ
ら
た
に
結
成
さ
れ
る
も
の
も
多
か
っ
た
が
、
破
産
す
る
か
、
別
の
グ
ル

ー
プ
-
V
ス
テ
ム
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
支
脂
に
転
化
す
る
か
し
た
も
の
も
多
か
っ
た
。
一
九
二

0
年
代
の
チ
エ
イ
シ

-
V
ス

一
九
二
九
年
の
調
査
に
よ
っ
て
み
る
と
系
統
数
は
全
部
で
一
九

O
あ
っ
た
。
し
か
し
そ

せ
い
ぜ
い
数
百
万
ド
ル
の
資
金
を
も
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
本
稿
の
対
象
と

テ
ム
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
統
計
は
な
い
が
、

の
多
く
は
お
の
お
の
一
ダ

1
ス
以
下
の
小
銀
行
と
、

す
る
時
期
と
は
若
干
ず
れ
る
が
、
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
の
調
査
に
よ
っ
て
、
一
九
一
一
一
九
年
一
二
月
=
二
日
現
在
の
テ
エ
イ
シ

-
V
ス
テ
ム

経
済
営
研
究

i¥. 



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
銀
行
の
集
中

中
村

の
地
域
別
分
布
、
お
よ
び
預
金
保
有
高
を
示
す
と
第
三
表
の
と
う
り
で
あ

る
。
テ
エ
イ
シ
に
加
入
し
て
い
る
銀
行
数
は
四
二
凶
行
(
こ
の
う
ち
一
一
一

O

行
が
七
五
の
支
屈
を
も
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
銀
行
届
舗
総
数
は
四
九

乙
れ
は
当
時
の
全
商
業
銀
行
数
一
四
、
六
六
七
行
の

九
に
な
る
〉
で
あ
る
。

約
一
了
九
%
に
す
ぎ
ず
、
又
預
金
保
有
高
約
八
・
八
一
二
億
ド
ル
は
、
お
な
じ
く

当
時
の
全
商
業
銀
行
の
総
預
金
高
五
一
一
一
八
・
九
問
億
ド
ル
の
約
了
六
%
に

し
か
あ
た
ら
な
い
。
地
域
別
に
み
る
と
、

い
ぜ
ん
と
し
て
中
央
北
西
部
な

ど
の
農
業
地
帯
に
多
い
こ
と
が
分
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
グ
ル
ー
プ
・

ν
ス
テ
ム
に
つ
い
て
。
グ
ル
ー
プ
-
V
ス
テ
ム
に
つ

い
て
も
継
続
的
な
統
計
は
な
い
。

一
九

O
六
年
に
。
E
Z
m淳一
oロ
丘
一
回
山
口
付

の
株
主
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
口
巳
O
ロ
ω
R
R
E
g
の
。
・
ゃ
、

九

チェイン・バンキン夕、システム

1939. 12. 31 (1，000ド)v)

地 域 lJU 系統数 預金保有高

United States 96 424 883，005 

New England 1 4 7，492 

Middle Atlantic 6 21 71，508 

East North Central 8 34 142，341 

West North Central 47 217 337，613 

South Atlantic 7 32 55，593 

East South Central 4 13 8，272 

West South Central 11 56 63，610 

Mountain 8十 30 171，314 

Paci五c 4 17 25，262 

Board of Governors of the Federal Reserve 

Syst巴m: Bankin!S Studies， 1941， p. 431.より作成.
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第3表

年
に
ニ
ュ

1
・ヨ

1
ク
の

Z
丘一
oロ
回
目
白
々
岡
山
口
付
が
設
立
し
た

Z
E目。口弘

口
々
の
。
・
な
ど
が
先
駆
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
(
持
株
会
社
方
式
に
よ
る
子
会
社
の
設
立
と
い
う
意
味
で
)
。
し
か
し
グ
ル
ー
プ
-
V
ス
テ

ム
が
本
格
的
に
発
展
し
た
の
は
一
九

一0
年
代
で
あ
る
。
な
か
ん
ず
く
大
規
模
の
も
の
は
一
九
二
七
年
i

l
ニ
九
年
に
組
織
さ
れ
た
。

H
-

三
行
で
あ
り
、

一
九
二
五
年
現
在
で
グ
ル
ー
プ
・
テ
エ
イ
シ
'
を
合
わ
せ
て
二
ニ
凶
系
統
、
九
三

回
八
州
の
う
ち
ニ
八
州
が
こ
れ
ら
の

ν
ス
テ
ム
を
も
つ
で
い
た
G
u
述
邦
準
備
制
度
理
事
会
の
調
査
に
よ
る
と
、
お
な
じ
く

一
、
九
二
一
行
で
あ
る
。
一
九
三

O
年
一
一
月
の
下
院
、
銀
行
・

p
・
ワ
イ
リ
ス
の
指
揮
下
に
調
査
さ
れ
た
も
の
に
よ
る
と

チ
エ
イ
シ
も
ふ
く
め
て
、

一
九
二
九
年
六
月
三

O
日
現
在
、
三
コ
二
系
統
、

通
貨
委
員
会
(
の

o
g
g王
2

8
回
自
在
ロ

m
g仏
の

R
2
5
M
J
同
0
5ゆ
え

H
N
3
5
8ロ仲間巴
42w
戸
田
件
。
。
ロ

mqm印
由

N
E
r
g
S
D
)
の
調
査



で
は
グ
ル
ー
プ
(
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
チ
エ
イ
シ
も
ふ
く
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
)
に
加
入
し
て
い
る
銀
行
は
全
部
で
二
、
一

O
三
行
あ

り
、
そ
の
う
ち
の
一
一
九
行
が
さ
ら
に
一
、
四
一
五
の
支
屈
を
も
っ
て
い
た
と
い
弘
噌

H
-
G
・
モ
ヲ
ル
ト
シ
は
一
九
二
九
年
現
在
の
も
の

と
し
て
、
テ
エ
イ
シ
、
グ
ル
ー
ル
を
ふ
く
め
て
二
七
二
系
統
、
て
七
八
四
行
と
い
う
数
字
を
あ
げ
て
い

ι噌
以
上
の
数
字
を
総
括
す
る
に
、

一
九
二
九
年
前
後
の
グ
ル
ー
プ
、
テ
エ
イ
シ
は
約
一
一
一

O
O系
統
で
あ
り
、
包
括
さ
れ
て
い
る
銀
行
数
は
約
二
、

0
0
0行
前
後
と
考
え
る
の

が
一
妥
当
で
あ
ろ
う
。

ζ

れ
か
ら
先
の
チ
ェ
イ
シ
・

ν
ス
テ
ム
の
一
九

O
系
統
を
引
く
と
、

グ
ル
ー
プ
・
ジ
ス
テ
ム
だ
け
で
は
約
一

O
O系
統

前
後
に
な
る
。
グ
ル
ー
プ
-
V
ス
テ
ム
に
加
入
し
て
い
る
銀
行
数
は
右
に
あ
げ
た
資
料
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
が
、
約
一
、

0
0
0行
前
後

《
出

)

A

U

担

)

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
れ
ら
両

ν
ス
テ
ム
の
資
産
は
一
一

O
億
ド
ル
を
超
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
多
数
は
、
中
西
部
諸
州

北
西
部
諸
州
に
集
中
し
て
い
た
。
同
一
系

つ
ぎ
に
グ
ル
ー
プ
・

ν
ス
テ
ム
の
地
域
別
分
布
を
み
よ
う
。
グ
ル
ー
プ
-
V
ス
テ
ム
は
ア
メ

p
カ
内
の
ほ
と
ん
ど
の
州
に
存
在
す
る
が
、

統
内
の
加
入
銀
行
が
数
州
に
ま
た
が
っ
て
存
夜
す
る
例
は
き
わ
め
て
ま
れ

で
あ
り
、
若
干
の
グ
ル
ー
プ
が
隣
接
の
諸
州
に
ま
た
が
っ
て
加
入
銀
行
を

擁
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
(
匂
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
の
調
査
に
よ
っ
て
一

九
三
九
年
一
一
一
月
一
一
二
日
現
在
の
グ
ル
ー
プ
-
V
ス
テ
ム
の
地
域
別
分
布
、

預
金
保
有
高
を
示
す
と
第
四
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
系
統
数
は
同
一
。
加
入

銀
行
数
四
二
七
(
乙
れ
ら
は
全
部
で
八
六
九
の
支
屈
を
も
っ
て
い
た
。
し

た
が
っ
て
時
舗
総
数
は
一
、
ニ
九
六
に
な
る
〉
は
当
時
の
全
商
業
銀
行
数
の

約
二
・
九
%
で
あ
り
、
預
金
七
了
七
三
億
ド
ル
は
お
な
じ
く
当
時
の
全
商

業
銀
行
の
総
預
金
高
の
約
二
二
%
で
あ
る
。
地
域
別
に
み
る
と
、
加
入
銀

経
済
学
研
究

j¥、

クりレープ・バンキング・システム

1939. 12. 31 (1ρ00 ドノレ)

地 域 別 i加入銀行数[預金保有高
United States 427 7，173，385 

New England 31 I 1，138，840 

Middle Atlantic 70 1，700，546 

East North Central : 33 I 440，114 
West North Centrall 149 I 991，618 

South Atlantic 50 I 420，714 
East South Central I 20 I 203，782 

West South Central I 7 I 152，008 

Mountain 36 240，100 

Paα五c 31 I 1，885，663 

系統数は会悶で 41である.

Banking Studies， pp. 433-434より作成.
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
銀
行
の
集
中

中
JモI

行
数
で
は
チ
エ
イ
シ
と
お
な
じ
く
農
業
地
域
に
多
く
、
預
金
高
で
は

ニ
ュ

1
・
イ
シ
グ
ラ
シ
ド
、
ミ
ド
ル
・
ア
ト
ラ
ジ
テ
ィ
ッ
ク
、
パ
ジ

イ
ブ
イ
ツ
ク
が
大
き
い
。

ハ
M
，
》

著
名
な
グ
ル
ー
プ
・
パ
シ
キ
シ
グ
・

νス
テ
ム
と
し
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

A. 

Z
2
P唱
巾
出
門
∞
田
ロ
ロ

C門間
】

DH同
庁
円
。
ロ
の

HO己同
y

中
心
と
な
っ
た
の
は
資
産
約
一
億
ド
ル
の

Z
R任
者

m
Z
Zえ
FDロ
丘
一
回

g
r
E
宮
山
口

EMUD-U
で
あ
る
。

乙
の
グ
ル
ー
プ
は
、
一
九
一
一
一
O
年
初
頭
総
額
四
・
五
億
ド
ル
の
資
産
を
も
っ
一
O
O
の
銀
行
を
擁
し
て
い
た
。
一
九
三
ご
年
末
に
は
、
加
入
銀
行
は
一
一
一

七
行
に
増
加
し
た
が
、
資
援
は
一
一
一
・
五
億
ド
ル
に
減
少
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
ミ
ネ
ソ
タ
州
に
仔
在
し
、
少
数
は
ヰ
ブ
ラ
ス
ヵ
、
ダ
コ
夕
、
ァ

イ
オ
ワ
、
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
な
ど
の
隣
接
諸
州
に
あ
っ
た
。
主
体
銀
行
は
グ
ル
ー
プ
の
全
資
産
の
約
二
O
μ
、
他
の
八
行
が

modp、
残
り
の
四
O
M
F

を
一
一
一
ニ
行
の
小
メ
ン
バ
ー
が
保
有
し
て
い
た
。

百
円
出
円
切

g
r
ω
g
n
r
。
。
品
。
同
国
tcロ
・
乙
の
グ
ル
ー
プ
は
一
九
二
九
年
に
約
八
O
行
、
一
九
一
ニ
O
年
に
約
一
O
O
行
、
一
九
三
一
末
に
は
一
一
一
凶
行
を

擁
し
、
資
産
は
一
九
三
二
年
末
で
約
一
ニ
・
五
億
ド
ル
で
あ
っ
た
。
乙
の
グ
ル
ー
プ
は
二
頭
制

(ιoEEm
三
母
国
官
庁
巾
自
)
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
お
の
お

の
一
倦
ド
ル
の
資
産
を
も
っ
出
円

2
Z白
t
o
g
-
一∞

g
r
吉
宮
日
開
毛

o
F
と
同
町
田
仲

Z
阻
止

D
E
二凶
g
r
z
ロ

g
g己
ロ
ロ
出

g
H
ν
E
-
の
二
つ
が
核
と

な
っ
て
い
る
。
乙
の
グ
ル
ー
プ
は
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
と
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
に
、
な
お
一
五
行
の
加
入
銀
行
を
も
ち
、
他
の
メ
ン
バ
ー
は
、
モ
ン
タ
ナ
か
ら
ダ

コ
夕
、
ミ
ネ
ソ
タ
を
経
て
『
ミ
シ
ガ
ン
に
分
散
し
て
い
た
。

巧
5
0
5山
口
出

g
g百
円
巾
由
。

HDロ
ロ
・
こ
れ
は
約
五
O
の
加
入
銀
行
を
擁
し
、
全
資
産
二
・
五
億
ド
ル
を
も
っ
。
会
資
産
の
六
O
M
戸
は
主
体
銀
行
た
る

巧
2
8
5
2
2包
g
即日一∞

g
r
z
ζ
H
Z
g
r
8
が
保
有
し
て
い
る
。
他
の
一
ダ

l
ス
の
銀
行
が
一
五
%
を
も
ち
、
の
こ
り
の
全
銀
行
で
二
五
%
を
も

っ
て
い
た
。

。
ロ
日
仏
岡
山
口
口

2
5
w
の

B
E匂
・
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
一
九
ご
七
年
に
結
成
さ
れ
た
二
つ
の
小
グ
ル
ー
プ
が
合
併
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
こ
九
二
九
年

九
月
三
グ
ル
ー
プ
内
の
三
O
行
の
資
産
は
一
九
一
二
O
年
初
で
四
・
七
六
億
ド
ル
、
一
九
三
二
年
末
に
は
四
・
一
一
一
三
億
ド
ル
で
あ
っ
た
。
主
体
銀
行
た
る

の
E
-
E
Eロ
Z
同
片
山
ロ
ロ
丘
一
∞
田
口

r
c問
。

0
5
5
R
8
E
U
2
8
P
は
全
資
産
の
五
O
%
を
も
ち
、

C
E
Cロ
の
口
間
三
宮
口
斗
E
え
は
一
O
M
N
以
上
、
他
の
六

行
が
一
O
M
F
、
の
こ
り
の
一
ニ
O
M
F
た
ら
ず
を
デ
ト
ロ
イ
ト
市
外
の
メ
ン
バ
ー
が
保
有
し
て
い
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
資
金
の
相
当
一
部
分
を
都
市
の
不
動

産
抵
当
貸
付
に
当
て
て
い
た
た
め
、
一
九
三
一
二
年
ご
月
に
そ
の
主
要
構
成
銀
行
は
閉
鎖
の
や
む
な
き
に
い
た
り
、
グ
ル
ー
プ
の
業
務
は

Z
O司
Z
由民

D口問日

切白
HMr-ロ
ロ

2
5
=
に
引
き
つ
が
れ
た
。

B. C. D. 
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E. 

宮
白
同
百
四
宮
丘
一
山
口
内
同
の
円
O
E』
ν
・
こ
れ
は
一
九
二
九
年
一

O
月
に
組
織
さ
れ
た
。
加
入
銀
行
は
約
二

O
行
で
あ
る
。
主
体
銀
行
た
る
宮
白
コ
ロ
白
斗

E
丘
の
0

・

ch
ロロ民国一
D

(

こ
れ
は
近
隣
に
約
半
ダ
|
ス
の
支
屈
を
も
っ
て
い
る
)
が
グ
ル
ー
プ
の
全
資
産
五
億
ド
ル
の
五
O
V
F
ち
か
く
を
も
っ
て
い
る
。
他
の
一
一
O

%
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
代
表
者
た
る
宮
R
Uめ
宮
正
]
田
口
仏
の
D
-

が
も
ち
、
他
の
メ
ン
バ
ー
は
五
百
万
ド
ル
以
上
を
も
っ
中
規

模
の
銀
行
で
、
ニ

?
l
ヨ
l
ク
州
の
北
部
に
あ
る
。

さ
て
こ
こ
で
、

チ
エ
イ
シ

-
V
ス
テ
ム
お
よ
び
グ
ル
ー
プ

-
V
ス
テ
ム
が
一
九
二
九
年
前
後
の
ア
メ
リ
カ
の
全
商
業
銀
行
組
織
の
中
で
、

ど
の
て
い
ど
の
比
重
を
も
っ
て
い
た
か
を
総
括
し
よ
う
(
前
掲
第
三
表
、
第
四
表
は
一
九
三
九
年
の
も
の
で
あ
る
〉
。
ま
ず
乙
れ
ら
両
V
ス

こ
れ
は
当
時
の
全
商
業
銀
行
数
約
二
五
、

0
0
0行
の

約
八
%
に
あ
た
る
。
ま
た
、
資
産
約
一
一

O
億
ド
ル
は
お
な
じ
く
当
時
の
全
商
業
銀
行
の
総
資
産
の
約
六
分
の
一
弱
に
あ
た
る
。
し
か
し

テ
ム
に
加
入
し
て
い
る
銀
行
は
、

さ
き
に
み
た
よ
う
に
約
一
一
、

0
0
0行
で
あ
る
。

た
ん
に
量
的
な
比
重
を
一
示
す
に
す
ぎ
な
い
こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
だ
け
で
は
、
両
V
ス
テ
ム
が
、
全
商
業
銀
行
組
織
の
う
ち
に
有
し
て
い
た

意
義
を
云
々
す
る
ζ

と
は
で
き
な
い
?
そ
こ
で
、
す
す
ん
で

こ
れ
ら
の

ν
ス
テ
ム
が
結
成
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
事
情
に
立
ち
入
る
必
要

- 49-

が
あ
る
。

お
よ
び
グ
ル
ー
プ
・
パ
シ
キ
シ
グ

-
V
ス
テ
ム
の
う
ち
の
小
規
模
の
も
の
は
、

大
部
分
が
農
業
地
域
に
あ
る
ζ

と
か
ら
分
る
よ
う
に
、
そ
の
結
成
の
理
由
は
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
で
に
第
ニ
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、

チ
エ
イ
シ
・
パ
シ
キ
シ
グ
・
ジ
ス
テ
ム
の
ほ
と
ん
ど
全
部
、

一
九
二

0
年
代
の
農
業
不
況
は
地
方
の
小
銀
行
の
経
営
を
い
ち
じ
る
し
く
不
利
に
し
た
。

こ
れ
ら
の
銀
行
は
、

と
の
よ
う
な
不
安
定
な
経

営
に
由
来
す
る
破
産
を
防
止
す
る
手
段
と
し
て
支
底
銀
行
制
度
を
採
用
し
た
く
と
も
、
州
銀
行
法
が
支
届
設
置
を
禁
止
し
て
い
る
た
め
に
、

他
の
何
ら
か
の
方
法
に
よ
っ
て
経
営
の
安
定
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
の
独
特
の
方
式
と
し
て
チ
エ
イ
シ
・
ジ
ス
テ
ム

お
よ
び
グ
ル
ー
プ
・

ν
ス
テ
ム
が
ひ
ろ
く
も
ち
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ζ

れ
ら
は
い
わ
ば
防
衛
的
性
格
を
持
っ
た
銀
行
連
繋

で
あ
り
、
業
務
内
容
も
農
業
貸
付
が
主
で
あ
っ
た
。
し
か
も
な
お

こ
れ
ら
の

νス
テ
ム
は
結
局
強
固
な
も
の
た
り
え
ず
、
さ
き
に
み
た

二

0
年
代
の
銀
行
休
業
の
嵐
の
な
か
で
破
産
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

経
済
学
研
究

八、



ア
メ
り
カ
に
お
け
る
銀
行
の
集
中

中
村

他
方
、
都
市
に
本
拠
を
お
い
て
、
数
億
ド
ル
の
資
産
を
も
つ
よ
う
な
若
干
の
大
規
模
な
グ
ル
ー
プ
・

ν
ス
テ
ム
〈
さ
き
の
五
例
が
こ
れ
で

あ
る
)
の
結
成
の
ば
あ
い
に
は
、
や
や
事
情
が
乙
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
グ
ル
ー
プ
の
結
成
に
よ
っ
て
経
営
が
安
定
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
が
、
そ
の
ほ
か
に
な
お
、
き
わ
め
て
特
殊
な
要
因
が
作
用
し
て
い
た
。
そ
の
要
因
と
い
う
の
は
、

ζ

れ
ら
の
大
グ
ル
ー
プ
が
結
成

さ
れ
た
こ

0
年
代
後
半
、
な
か
ん
ず
く
ニ
七
年

l
i一
一
九
年
に
は
農
村
と
は
逆
に
、
一
定
以
上
の
規
模
を
も
っ
た
都
市
の
銀
行
は
大
い
に

収
益
を
あ
げ
、
そ
れ
を
反
映
し
て
株
価
が
い
ち
じ
る
し
く
騰
貴
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
二
九
年
に
は
、
銀
行
株
の
値
上
り
は
、
公
共
事

業
株
、
産
業
株
、
鉄
道
株
を
抜
い
て
第
一
位
で
あ
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
に
加
入
し
よ
う
と
す
る
都
市
ま
た
は
都
市
近
傍
の
銀
行
は
、
自
行
の

株
式
の
買
取
り
に
対
し
て
非
常
な
高
値
を
要
求
し
え
た
。
主
体
銀
行
な
い
し
持
株
会
社
は
、
そ
れ
に
見
合
う
普
通
株
を
発
行
し
て
買
収
に

必
要
な
資
金
を
調
達
す
る
。
そ
の
結
果
い
ち
じ
る
し
く
過
大
資
本
化
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
利
得
の
魅
力
は
大

き
い
。
二
七
年

i
iニ
九
年
に
お
け
る
q

都
市
の
グ
ル
ー
プ
結
成
は
、
こ
の
よ
う
に
、
結
合
に
さ
い
し
て
の
水
増
株
発
行
に
よ
る
投
機
的
利

得
の
獲
得
を
動
機
と
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
業
務
内
容
も
、
都
市
の
不
動
産
抵
当
貸
付
に
資
金
の
相
当
部
分
を
ふ
り
む
け
て

- 50ー

い
た
の
ロ
司
仏
紅
白
り
え
円
。
目
立

u
g己
目
以
の
例
の
よ
う
に
、
投
機
性
の
つ
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
事
情
を
念
頭
に
お
く
と
、

さ
き
に
み
た
両

ν
ス
テ
ム
の
銀
行
数
八
%
、
資
産
六
分
の
一
と
い
う
数
字
は
、

ネ
グ
リ
ジ
ブ

ル
な
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
銀
行
集
中
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
る

で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も

こ
れ
ら
の

νス
テ
ム
は
さ
き
に
み
た
加
入
銀
行
の
地
域
的
分
布
か
ら
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
全
国
的

支
届
制
度
の
代
替
物
た
り
う
る
も
の
で
は
な
く
、

こ
れ
に
よ
る
支
配
集
中
も
、

か
ぎ
ら
れ
た
範
囲
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
な
お

こ
れ
ら
の

ν
ス
テ
ム
は
そ
の
後
も
発
展
せ
ず
、
一
ニ

0
年
代
以
降
衰
退
し
て
い
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
い
ま
検
討
し
た
一
九
二
九
年
前
後
の
数

字
と
、
既
掲
第
三
表
、
第
四
表
の
数
字
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
し
か
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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第 5表 会商業銀行数と支庖数

全数商(本業銀后行) 支庖行所有
支 庖数

B 
本都あ庖市る所内も在にの I 本都あ広所在I d-r' c I れ-年次 銀数 正x100

A B 市る外ものに 計・ C 一~ x100 

12，427 87 0.7 25 94 119 1.0 

1910 24，514 292 1.2 135 413 548 2.2 

1920 30，291 530 1.7 773 508 1，281 4.2 

1921 30，456 547 1.8 904 551 1-，455 4.8 

1922 30，120 610 2.0 1，156 645 1，801 6.0 

1923 29，829 671 2.3 1，327 727 2，054 6.9 

1924 28，988 706 2.4 1，514 783 2，297 8.0 

1925 28，442 719 2.5 1，724 800 2，524 8.9 

1926 27，742 743 2.7 1，877 824 2，701 9.8 

1927 26，650 739 2.8 1，958 954 2，912 11.0 

1928 25，798 774 3.0 2，140 996 3'136 12.0 

1929 24，970 763 3.1 2，273 1，076 3，349 13.4 

1930 23，679 750 3.2 2，387 1，131 3，518 14.8 

1931 23，654 722 3.3 2，299 1，164 3，463 16.0 

1932 18，734 680 3.6 2，064 1，127 3，191 17.0 

1933 14，207 4.1 1，675 1，105 2，780 19.6 

1934 15，348 724 4.7 1，667 1，335 19.6 

All-Bank Statistics， p. 37および BankingStudi巴s，p. 428より作成.

に九州ーかの第と い九一え年 lζ に庖 O
制年(九かみ一、と こ行八てまな対数年
限は二二げ支はここ とにといで らすはま
し一九四た屈もれろ 。対いる はな る で
て二年年州をつきで すえが い比絶は
い州は現銀経ば種支 るど、支こ率対支
る)ニ在行営ら 届 比も了目とに数居
。はーで法す本類所 率、 数。おに所
おそ州支のる庖分lζ 有 は全本でク は又いお有
なれ)百分銀所 銀 一 年一てい銀
じをの設類行在け行 悶庖あ 々九もて行
ハl本う置にで都 2は 銀ーる 約一 、も数
内}苫ちをああ市 八行数一一 二 O ほ全お
の所、認、るる内と法 %-O  O 年と本よ
国千五八めよ 。 lこが的 lζ コ年 O かん屈び
法都州るうさお ZIζ す二 2づらど銀そ
銀市(ーにきい み ぎ六一二つ三間行の
行内二七、 lζ てえる な七五ふ O 題数支
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も
こ
れ
に
準
ず
る
。
第
ニ
に
、
全
州
に
わ
た
り
支
居
設
置
を
認
め
る
州
(
一
九
二
四
年
、
一
一
九
年
と
も
に
九
州
〉
で
は
本
出
所
在
都
市
の

内
外
に
支
屈
を
設
置
す
る
ζ

と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
州
で
本
居
所
在
都
市
内
に
支
屈
を
お
く
も
の
は
す
く
な
く
、
も
っ
ぱ
ら

市
外
に
支
陪
を
設
置
す
る
も
の
が
多
い
。
と
い
う
の
は
、
全
州
に
わ
た
り
支
脂
設
置
を
認
め
て
い
る
の
は
そ
の
大
部
分
が
農
業
州
だ
か
ら
で

あ
る
。
か
か
る
州
の
都
市
は
農
産
物
の
集
散
地
と
し
て
発
達
し
た
中
小
都
市
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
工
業
都
市
で
は
な
い
。

こ
う
い
う
都
市

で
は
、
市
内
支
店
の
設
置
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
意
味
が
な
く
、
む
し
ろ
も
っ
ぱ
ら
市
外
の
要
所
(
農
産
物
の
集
荷
地
な
ど
)
に
支
屈
を

設
置
す
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
支
居
所
有
銀
行
は
、
実
際
に
は
、
も
つ
ば
ら
本
居
所
在
都
市
内
に
お
い
て
の
み
支
自
を
経

営
す
る
銀
行

G
E
E
-
の日々
σ
E
R
V
Eロ
在
ロ
向
田

3
g
g
)
と
、
主
と
し
て
本
自
所
在
都
市
外
に
お
い
て
支
自
を
経
営
す
る
銀
行
(
日
付

EshFq

σ
Eロ
岳
冨
ロ
W
E
m
唱
え

mg)
と
の
二
種
類
に
大
別
し
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
後
者
を
み
て
お
心
。

本
出
所
在
都
市
外
に
支
白
を
も
っ
本
脂
銀
行
数
は
一
九
一
一

0
年
代
を
通
じ
て
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
数
は
約
一
二

O
O行
と
さ
れ
て
い
る
。
乙
の
約
一
一
一

O
O行
が
第
五
表
に
あ
る
よ
う
に
、
一
九
二

O
年
に
は
五

O
八
、
二
四
年
に
は
七
八
三
、
二
九
年
に

は
一
、

O
七
六
の
支
自
を
も
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
一
行
あ
た
り
、
平
均
二
つ
か
ら
三
つ
に
す
ぎ
な
い
。
支
詰
所
在
地
も
多
く
は
人
口
二
、

一日ー

五
O
O以
下
の
町
村
で
あ
り
、

吸
収
や
合
併
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
も
の
で
は
な
く
、
新
規
に
設
置
さ
れ
た
も

ハ
判
)

の
で
あ
っ
た
。
又
乙
れ
ら
市
外
支
居
所
有
銀
行
の
総
資
産
は
一
九
一
一
九
年
で
約
三

O
億
ド
ル
で
あ
っ
た
。
全
商
業
銀
行
の
そ
れ
に
対
す
る

し
か
も
支
胞
の
大
部
分
は
、

比
率
は
五
%
に
た
り
な
い
。

市
外
支
問
所
有
銀
行
の
全
商
業
銀
行
組
織
に
対
し
て
占
め
る
比
重
は

一
九
ニ

0
年
代
末
期
に
お
い
て
も
、
結
局
取
る
に
た
り
な
い
て

い
ど
の
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

押川山

川
矧

W3
 
支
応
銀
行
に
か
ん
す
る
務
統
計
も
こ
の
分
類
に
レ
た
が
う
も
の
が
多
い
。
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
銀
行
の
集
中

中
村

自助

こ
れ
、
り
の
数
字
は
本
庖
所
在
都
市
の
内
外
に
支
出
胞
を
経
営
す
る
銀
行
の
支
広
数
を
若
干
ふ
く
ん
で
い
る
か
ら
、
笑
際
に
は
そ
の
分
だ
け
引
い
て
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
。

。
。
}
仏
田
口

y
g三円
H
F
Z
L
J

ロ・

5N-

(4日

五
、
市
内
支
居
所
有
銀
行
(
大
都
市
銀
行
)

そ
の
全
体
に
占
め
る
比
重
は
決
し
て
大
き
く
な
い
こ
と
、

第
三
節
、
第
凶
節
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
潜
在
的
支
自
制
度
た
る
チ
エ
イ
シ

-
V
ス
テ
ム
に
し
て
も
グ
ル
ー
プ
・

ν
ス
テ
ム
に
し
て
も
、

〈
机
一
v

又
市
外
支
居
所
有
銀
行
も
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
こ
と
、
な
ど
が
あ
き
ら

か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

ア
メ
リ
カ
に
巨
大
な
資
金
力
を
も
っ
大
銀
行
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

--イプ
カヨ

一
九
一

0
年
代
末
期
以
降
、

つ
ぎ
つ
ぎ
に
登
場
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
大
部
分
は
、
前
節
で
み
た
支
盾
所
有
銀
行
の
う
ち
、

- 54-

ぃ
。
ア
メ

D
カ
に
お
い
て
は
、
全
国
的
支
府
網
を
も
つ
こ
と
な
く
し
て
、
会
商
業
銀
行
組
織
の
う
ち
に
卓
越
し
た
地
位
を
占
め
る
巨
大
銀

も
つ
ば
ら
市
内
に
支
屈
を
所
有
す
る
大
都
市
銀
行
で
あ
る
。

第
五
表
を
も
う
一
度
み
よ
う
。
本
庖
所
有
都
市
内
に
支
屈
を
有
す
る
本
問
銀
行
数
は
一
九
二

O
年
に
約
二
一
ニ

O
行
(
五
一
一
一

O
行
か
ら
前

述
の
本
居
所
在
都
市
外
に
支
屈
を
有
す
る
本
路
銀
行
数
約
一
一
一

O
O行
を
引
く
。
以
下
お
な
じ
)
、
二
四
年
に
は
約
四

O
O行
、
二
九
年
に
は

約
四
六

O
行
で
あ
る
。
又
そ
の
支
倍
数
は
、
一
九
一
一

O
年
の
七
七
三
行
か
ら
二
四
年
の
一
、
五
一
四
行
、
二
九
年
の
二
、
一
一
七
一
一
一
行
へ
と
約

三
倍
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
支
活
の
分
布
は
い
ち
じ
る
し
く
不
均
等
で
あ
る
。
以
下
ゴ
ー
ル
ド
V
ユ
ミ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
一

九
二
九
年
一
二
月
一
一
二
日
現
租
の
分
布
を
み
て
い
く
と
、
市
内
支
屈
を
も
っ
本
属
銀
行
の
う
ち
で
も
、

も
っ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
若
干
の
銀
行
は
、
数
ダ
I
ス
も
の
支
屈
を
も
っ
て
い
る
。

そ
の
多
く
は
こ
、
一
一
一
の
支
脂
し
か

一
九
二
九
年
現
在
で
全
市
内
支
届
数
二
、
。
。

O
余
の
う
ち
三
分
の
こ
は
十
大
都
市
に
集
中
し
て
い
た
。

都
市
ご
と
に
乙
れ
を
み
る
と

一ユ

l
・ヨ

l
ク
市
は
五
八

O
、
デ
ト
ロ
イ
ト



市
は
三

O
九

ロ
ス
ア
シ
ゼ
ル
ス
市
は
二

0
0、
フ
イ
ラ
デ
ル
ブ
イ
ア
市
は
二
一
二
一
一
、

ナ
ジ
ブ
ラ
シ
ジ
ゴ
市
、

ク
リ
l
ブ
ラ
シ
ド
市
、
パ

か
で
も
さ
ら
に
特
定
銀
行
へ
の
集
中
は
い
ち
じ
る
し
い
。

ブ
ア
ロ

l
市、

νγν
ナ
チ
市
、
パ
ル
チ
モ
ア
市
、
ポ
ス
ト
シ
市
は
お
の
お
の
五

O
か
ら
一

O
O
の
支
屈
を
も
っ
て
い
た
。
十
大
都
市
の
な

町一円

2
Z
E
-。
ロ
回
目
切
山
口
対
日
ロ
ロ
O
R
O
F
回

m
g
w
o同
〉
5
2
-
2
5
ω
田
口
司
自
ロ
巳
mn。

何
百
円
凶
円
。
∞
〉
ロ
ぬ
巾
]
白
"ωσng-UM--司円吋凹片

Z
白片山
O口
白
}
切
mwロ
日
向
日
ロ
円
。
∞

krロ
mmLP
。
-04ゆ
]mwロ
己
凶
ソ
門
口
出
け
の
0・
吉

(UZ40}出口門戸

Z
注
目
。
ロ
乱
。
XM1

回

mgww
切
回
口
付

O内
宮
山
口
Z
R
m
p
富
山
口
口
片
山
江
口
吋
σ吋由、
H
，
E
m円。。・

E
Z
σ
当
ペ
耳
目
内
口
々
は
お
の
お
の
五

O
か
ら
一

O
O
の
支
屈
を
も
っ
て

、

ご

o

p
v
J
J
 

と
ζ

ろ
で
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
戦
後
も
二

0
年
代
全
般
を
通
じ
て
好
況
が
つ
づ
い
た

(
一
二
年
に
軽
い
景
気
後
退
が
み
ら
れ
は
し
た
が
)
。
産
業
は
ま
す
ま
す
大
都
市
へ
集
中
し
、
各
種
の
資
金
も
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
当
然
大

都
市
へ
集
中
し
た
。
本
自
所
在
都
市
内
で
の
支
屈
の
拡
大
と
い
う
一
見
姑
息
な
手
段
も
、

か
か
る
事
情
の
下
で
は
大
き
な
意
義
を
も
っ
。
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つ
ま
り
都
市
銀
行
は
こ
う
い
う
事
情
を
背
景
と
し
て

こ
れ
ら
の
都
市
に
広
汎
な
支
賠
網
を
は
り
め
ぐ
ら
す
乙
と
に
よ
っ
て
、
自
行
へ
の

資
金
の
集
中
を
は
か
り
、
巨
大
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
都
市
銀
行
の
百
大
化
は
、

で
は
な
い
。
ニ

0
年
代
後
半
に
は
、
は
げ
し
い
合
同
運
動
が
こ
れ
と
み
っ
せ
つ
に
絡
み
あ
う
。
市
内
支
屈
の
増
加
は
新
設
に
よ
る
の
み
で

吸
収
し
た
銀
行
を
支
活
化
す
る
と
い
う
方
向
に
お
い
て
も
な
さ
れ
た
(
な
お
V
カ
ゴ
市
、
セ
シ
ト
ル
イ
ス
市
で
は
支
居
設
置
は

し
た
が
っ
て
多
数
支
屈
の
所
有
と
い
う
こ
と
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
も
つ
ば
ら
競
争
銀
行
を
合
併
し
、

乙
れ
に
よ
っ
て
の
み
達
成
さ
れ
た
の

は
な
く
、

一
切
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の
預
金
を
顧
客
も
ろ
と
も
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
巨
大
銀
行
が
形
成
さ
れ
た
)
。

円

相

)

い
て
、
個
別
的
に
み
る
乙
と
に
し
よ
う
。

つ
ぎ
に
ニ
ュ

I
・ヨ

1
ク
市
以
下
の
主
要
都
市
に
つ

経
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学
研
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
銀
行
の
集
中

ニ
ュ

1
・ョ
I
ク
市

第
六
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
九
一
九
年
か
ら
三

O
年
ま
で
の

問
、
全
米
銀
行
の
資
産
の
増
加
率

約
了
豆
倍
に
対
し
て
、
ニ
ュ

l
ヨ

-
ク
市
豆
大
銀
行
の
資
産
は
約

一
一
・
九
倍
、
十
大
銀
行
で
は
約
二
・

八
倍
の
増
加
で
あ
る
。
さ
ら
に
第

七
表
に
よ
っ
て
上
位
三
行
の
動
向

を
み
る
と
、
三
行
の
資
産
合
計
は

一
九
一
九
年
の
約
二
三
億
ド
ル
か

ら
三

O
年
の
約
六
八
億
ド
ル
へ
と

約
三
倍
に
な
っ
て
い
る
。
全
米
銀

行
の
資
産
に
対
す
る
比
率
も
、
一

九
一
九
年
か
ら
三

O
年
の
聞
に
、

三
行
で
は
四
・
八
%
か
ら
九
・
一
%

へ、

E
行
で
は
六
・

0
μ
か
ら
一

了
四

μ
へ、

一
O
行
で
は
八
・
四

%
か
ら
一
五
%
へ
と
急
速
な
テ
ン

中
村

ニューヨークにおける銀行集中

全 資 産
l ユ ヨ 一 ク

全米銀行 5大銀行 10大銀行 5大銀行 10大銀行
ヒ

単位 10億ドノレ 全米銀行に対する比率(%)

10.8 0.5 0.8 4.6 7.4 

26.4 1.1 1.6 4.0 6.2 

47.6 2.9 4.0 6.0 8.4 

57.1 3.1 4.4 5.4 7.7 

71.6 5.0 6.7 7.1 9.4 

72.2 6.2 8.3 8.6 11.5 

74.0 8.5 11.1 11.4 15.0 

70.2 7.8 10.5 11.2 14.6 

57.2 5.8 7.9 10.1 13.8 

54.0 6.0 8.5 11.1 15.7 

第 6表

1. 貯蓄銀行をふくむ.

GoJdschmidt: ibid.， p. 307より.

ニューヨーク三大銀行資産

(100万ドル順位は 1930年現在に従う)
第 7表
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1
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n
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つ
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η
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i

n

o

d
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日

3

0

0

，
，
，
 

n

L

1

1

句

i

Q
U
O
D
0
6
 

4
門

i

3

n
h
v

ハり

A
U

，
，
，
 

η

L

n

A

のム

引
刷
i
!副
叫

n
h
U

国

ku

ハU
-
h
υ
，
p
 

n

L

1
ム

1932 1931 1930 6月30日現在

1. Chase Nat. Bank 

2. Nat. City Bank 

3. Guaranty Trust Co. 

1. 12月31臼現在.

Goldschmidt: ibid.， p. 307より.
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ポ
で
上
昇
し
て
い
る
。
一
九
三

O
年
の
全
米
商
業
銀
行
数
が
約
二
五
、

0
0
0行
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
お
ど
ろ
く
べ
き
集
中
皮
で
あ
る
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
高
い
集
中
『
皮
は
、
も
ち
ろ
ん
、
た
ん
に
右
に
み
た
よ
う
な
支
広
網
の
拡
大
に
よ
っ
て
の
み
達
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
三
大
銀
行

の
成
長
過
程
を
み
よ
う
。

。
r
g目
zazロ
包
切
白
ロ
「

一
九
一
九
年
に
資
産
約
六
億
ド
ル
を
有
し
て
い
た
が
、
二
六
年
に
資
産
約
四
億
ド
ル
の

O
E
Z
2
E巳
ロ
印
白
豆
沼
目
E
Z
E
Sと
回
出
与
を
併
合
し
た
。

さ
ら
に
資
産
約
二
・
五
f

億
ド
ル
の

Z
巳
5
ロ回目一
F
長
田

s
r
の
吸
収
、
〉

B
R
F
n
S
F
G円
四
回
目
。
。
の
吸
収
と
つ
づ
い
た
。
又
一
九
三

O
年
に
は
資
産
約
七
・

五
億
ド
ル
の
阿
古

E
E
O
吋

2
2
の
c-(こ
れ
は
九
ヶ
月
前
に
資
産
約
二
億
ド
ル
の

ω
g
σ
c
E
Z白片山
C
E一回
g
r
を
吸
収
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
)
を
併
合

し
た
。
か
く
し
て
の

E
8
2邑
g主
回
目
r
は
六
年
間
に
そ
の
資
産
を
約
六
億
ド
ル
か
ら
約
二
六
億
ド
ル
へ
と
増
大
せ
し
め
、

ア
メ
リ
カ
第
一
の
銀
行
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

Z
2
5ロ
巳
の
片
付
可
出
回
口
「

- 57一

一
九
一
九
年
に
約
九
億
ド
ル
、
一
二
一
年
に
約
二

O
億
ド
ル
の
資
産
を
有
し
て
い
た
が
、
増
大
分
の
う
ち
約
半
分
は
合
同
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
一
九
二
九
年
に
資
産
約
二
・
五
億
ド
ル
の
司
氏
5
2ぶ

F
c
g
g
L
斗
門
戸
与
の

0・
を
併
合
し
、
三
一
年
に
は
当
時
、
吋
5
5
〉
5
2
W問
。
5
ロ
匂
の
メ
ン
バ

ー
だ
っ
た
資
産
約
三
億
ド
ル
の
∞

g
r
c
h
〉
g
R
F口
問
を
吸
収
し
た
の
で
あ
る
。

。
口
間
同
白
口
々
、
H
，H
己
印
門
の
D
-

一
九
二
四
年
に
六
・
五
億
ド
ル
の
資
産
が
一
ニ

O
年
に
は
こ

O
億
ド
ル
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
大
分
も
大
部
分
は
合
同
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ち
で
も
最
大
の
も
の
は
、
一
九
二
九
年
に
資
産
約
七
・
五
億
ド
ル
の

ZmHtcE目白
g
r
え
の

0
5
5
R
g
を
吸
収
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
う

そ
の
他

H
2
5白
叫
，

E
印円。

0・w
。
g
R白
日
出
E
2
2
∞
g
r
h
v叫，
E
印件。
0・
な
ど
の
大
銀
行
の
資
産
増
大
も
合
同
に
よ
る
部
分
が
大
き
い
。
ニ
ュ
!
ヨ

l

ク
市
の
十
大
銀
行
の
う
ち
で
、
合
同
に
よ
ら
な
い
で
大
き
く
な
っ
た
の
は
、
可
月
間
同

Z
E
oロ
丘
四
回
ロ
Y

Eロ
宮
号
、
叶
2
2
の
0・w
の円高

B
W戸日目
g
r
h
w
吋

E
a

。
0

・
の
コ
一
行
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
一
九
二
四
年
か
ら
一
一
一

O
年
の
聞
に
お
け
る
そ
の
他
七
行
の
資
産
の
増
大
率
二
八
五
%
に
対
し
て
、
こ
の
三
行
の
増
大
率
は

わ
ず
か
七
五

μ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
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学
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
銀
行
の
集
中

-
Rず
J

，月中

ν 

. 
コ

カ

シ
カ
ゴ
市
で
は
一
九
一
三
年
か
ら
こ
六
年
ま
で
の
聞
は
、
豆
行
が
全

シ
カ
ゴ
銀
行
資
産
の
四
七
%
を
占
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
二
七
年

以
降
の
は
げ
し
い
合
同
運
動
の
結
果
、
一
九
一
一
二
年
に
は
わ
ず
か
二
行

が
会
シ
カ
ゴ
銀
行
資
産
の
一
一
一
分
の
こ
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
う

ち
の
一
つ
で
あ
る
の

0
2
5
2丘町戸
-
E
E
a回
国
間
同
長
田
口
ι
吋

E
2
の
0・

の
資
産
は
一
九
三

O
現
在
で
約

一
了
五
億
ド
ル
に
達
し
、
ニ
ュ

l
ヨ

l

ク
市
以
外
で
は
最
大
と
な
っ
た
。

デ

ト

ロ

イ

ト

市

デ
ト
ロ
イ
ト
市
で
は
先
の
グ
ル
ー
プ
・
シ
ス
テ
ム
の
項
で
例
に
あ
げ

て
お
い
た
の
ロ
ロ
正
日
間
ロ
ロ

2
5
x
d三
D
口
の
円
O
ロ
ロ
お
よ
び

]Ug立
町
田

巧
出
可
口
問
。
2
5
3、
回

pzr
の
二
つ
が
支
配
的
な
勢
力
を
も
っ
て
い
た
。

前
者
は
そ
の
後
傘
下
銀
行
同
士
の
合
同
が
す
す
ん
だ
。
後
者
も
合
聞
を

重
ね
て
、
]
以
門
出
門

Z
由
民
D
口
口
}
切
口
口
}
内
と
名
称
が
変
り
二
九
三
一
年
現
在

で
デ
ト
ロ
イ
ト
金
銀
行
業
務
の
五
分
の
一
ニ
を
掌
鰹
す
る
に
い
た
っ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
百
円
え

Z
三
芯
口
同
日
切

g
r
と
の
口
出

E
Sロ
ロ

2
2昨

C
E
D口
の
円
CCHV
の
主
体
銀
行
た
る
の
口
問
E
Eロ
Z
丘一
oロ
回
目
白

g
r
c同

。
C
5
5
2
8
と
が
さ
ら
に
合
同
し
て

Z
m耳

Z
丘町
D口
白
日
目
g
r
D同

( 100万ドル)

モア ワシントン 2 セント Jレイス

銀行
会資産

銀行
全資産

銀行
会資産数 数 数

1900 54 376 76 451 15 33 123 1743 

1913 38 615 88 773 25 181 17 109 22 223 

1920 41 1，000 96 1，308 25 323 21 186 22 435 

1924 29 1，287 113 1，689 24 391 21 221 30 585 

1929 31 1，625 93 2，074 19 456 19 274 30 640 

1930 27 1，544 76 2，006 15 434 18 277 32 657 

1931 21 1，213 49 1，397 14 401 17 554 

1932 17 1，1784 49
1 明 7

4 14 3824 17 275 I 17 5164 

大都市における銀行集中1第 8表

数字は閣法銀行と TrustCo.にかんするものだけである.

これらの都市では州法銀行はたいして重要でない.

2 6月初日現在の数字.

3 1901年の数字.

4 国法銀行の数字は9月30日現在のものである.

Goldschmidt: ibid.， p. 308より.
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ロ
2
3
X
が
結
成
さ
れ
た
。
他
の
群
小
銀
行
は
ほ
と
ん
ど
取
る
に
た
り
な
い
て
い
ど
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
で
は
結
局
た
っ
た
一
つ
の

銀
行
お
よ
び
そ
の
支
応
が
、
全
市
の
銀
行
業
務
の
大
部
分
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
第
八
表
は
ボ
ス
ト
ン
以
下
豆
都
市
の
銀
行
数
と
資
産
抑
制
の
推
移
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
都
市
に
お
い
て
も
、
資
産
額
の
い
ち
じ
る
し
い

増
大
と
、
銀
行
数
の
減
少
が
み
ら
れ
る
。

ポ

ス

ト

シ

市

一
九
ニ
O
年
か
ら
一
ニ
O
年
の
期
聞
に
、
銀
行
数
は
四
一
行
か
ら
二
七
行
へ
減
少
し
、
資
産
は
逆
に
一
O
億
ド
ル
か
ら
一
五
億
ド
ル
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
同
月
三

Z
旦
Cロ
己
回
S
F
Z
E
C
Eご
凶
]
居
者
自
己
∞
g
r
w
O
E
(
U
C
Eロ
可
吋
Eω
け
の
0・
の
三
行
が
り

l
ド
し
て
お
り
、
一
九
二
四
年
現
在
で
ボ

ス
ト
ン
全
銀
行
資
産
の
六
O
μ
を
保
有
し
て
い
た
。
一
九
二
九
年
目
吋
2
2
2
5ロ
回
二
凶
mgr
は

0
5
の
o-gu『
吋
2
2
の
c・
(
資
産
約
二
億
ド
ル
)
を
吸
収

し
さ
ら
に
一
九
三
二
年
四
月
、
〉
門
}
恒
三
山
口

Z
出
H
5
2日
切
出
ロ
r
(資
産
約

0
・
六
笠
億
ド
ル
)
を
併
合
し
た
。
か
く
し
て

H1Ha同
Z
戸
巴
ロ
ロ
回
目
出
g
r
は
ボ
ス
ト

ン
全
銀
行
資
産
の
半
分
以
上
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た

0
2
2
5ロ回目

ω
E当
5
5
∞
g
r
が
他
の
一
五
%
、
の
こ
り
の
全
銀
行
が
二
O
%
を
も
っ
。
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プ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
市

一
九
二
O
年
か
ら
三
O
年
ま
で
の
間
に
資
産
は
約
二
二
億
ド
ル
か
ら
二
O
億
ド
ル
へ
と
増
大
し
、
銀
行
数
は
九
六
行
か
ら
七
六
行
へ
と
減
少
し
た
。
こ
こ

で
は

H
U
E
s
r
f
r白
Z
邑
C口
丘
一
即
日
ロ
「
(
資
産
三
・
二
億
ド
ル
、
う
ち
三
分
の
一
は
一
九
二
八
年
に

F
E
r
-
5・明白日同
7
2
5
2
Z
E
C
E
}
回
g
r
を
吸
収

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

)
H
U
B
E
ヱg
E仰
の
0・
(
資
産
二
・
三
億
ド
ル
)
以
下
の
六
行
が
全
ボ
ス
ト
ン
銀
行
資
産
の
約
三
分
の
一
を
占

め
て
い
る
。

パ

ル

ナ

モ

ア

市

こ
こ
で
は
一
九
三
一
年
現
在
で
出
向
]
伸
一

5
0号
、
叶
E
己
の
0・w百
円
三

Z
2
5
2ニ凶
g
r
w
d己
Cロ
寸
E
え
の
0・
の
三
行
が
全
パ
ル
チ
モ
ア
銀
行
資
産
の
そ
れ
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済
学
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
銀
行
の
集
中

中
村

ぞ
れ
一
宏
%
以
上
一
を
も
ち
、
四
つ
の
中
小
銀
行
が
他
の
二
五
%
を
、
残
り
の
小
銀
行
が
二
五
%
を
も
っ
て
い
る
。

ワ

V
シ

ト

シ

市

ワ
シ
ン
ト
ン
市
で
は
一
九
三
二
年
現
在
、
百
四
四
回

Z
E
D
E
}
出

g
r
が
全
ワ
シ
ン
ト
ン
銀
行
資
産
の
こ
O
%
を
も
ち
、
〉
包
目
立
口

S
F
2円
F
q
h
r

司
5
H

。
。
・
が
一
五
%
を
も
っ
て
い
た
。
他
の
半
ダ

l
ス
ほ
ど
の
銀
行
は
そ
れ
ぞ
れ
五
%
か
ら
一
O
%
を
も
っ
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
集
中
皮
は
例
外
的
に
低
い

と
い
っ
て
よ
い
。

セ
シ
ト
ル
イ
ス
市

一
九
コ
二
年
現
在
、
全
銀
行
資
産
の
三
分
の
一
が
出

E
Z
S
B回目白
g
r
w
y向
白
門
口
間
三
口
刊
の
D
5
5
2
2
回
目
「
(
一
九
二
九
年
に

Z白丹
FOE-
∞g
r
D向

。
c
g
B
R
B
と

宮

R
g口
氏
一
四
吋
E
え
の
D
-

が
合
同
し
て
で
き
た
も
の
)
の
二
行
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
他
ピ
ッ
ツ
パ

l
グ
市
、
ク
リ

l
ブ
ラ
ン
ド
市
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ

I
市
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
市
、
ニ
L

・I-
オ
ル
リ
ア
ン
ズ
市
、
ミ
ル
ウ
ォ
!
キ

l
市
、
セ

60ー

ン
ト
ポ
ー
ル
市
、
カ
ン
サ
ス
シ
テ
ィ
市
な
ど
の
大
都
会
で
も
事
態
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
ア
メ
リ
カ
の
主
要
都
市
に
お
い
て
は

一
九
三
O
年
前
後
ま
で
に
、

そ
の
都
市
の
全
銀
行
資
産
の
六
O
%
か
ら
八
O
%
が
、

わ
ず
か
数
行
の
銀
行
、
あ
る
い
は
銀
行
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
に
ぎ
ら
れ
る
と
い
う
、

い
ち
じ
る
し
く
高
度
の
築
中
が
な
し
と
げ
ら
れ
た
。

つ
ま
り
ア
メ
ロ
ノ
カ
に
お
け
る
銀
行
集
中
は
、
全
国
的
支
届
制
度
の
発
展
と
い
う
方
向
に
お
い
て
で
は
な
く
、
ニ
ュ

I
・ヨ

l
ク
以
下
の
大
都

市
の
銀
行
が
地
域
的
な
ひ
ろ
が
り
を
も
っ
乙
と
な
し
に
、
市
内
支
自
の
増
設
、
都
市
銀
行
同
士
の
合
問
、

う
形
で
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
の

お
よ
び
両
者
の
絡
み
あ
い
と
い

と
こ
ろ
で
ア
メ

p
カ
に
お
け
る
商
業
銀
行
の
集
中
に
つ
い
て
は
、

な
お
い
ま
ひ
と
つ
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ζ

と
が
あ
る
。
以
上

の
各
節
に
お
い
て
は
、
チ
エ
イ
シ
・
ジ
ス
テ
ム
、
グ
ル
ー
プ

-
V
ス
テ
ム
、
市
外
支
届
所
有
銀
行
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的
に
み
て
き
た
の
で



あ
る
が
、
問
題
は
こ
れ
ら
の
ジ
ス
テ
ム
お
よ
び
こ
れ
ら
に
属
さ
な
い
全
く
単
独
の
中
小
銀
行
(
数
の
上
か
ら
は
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
多
い
)

う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
形
式
的
に
は
、

し
か
し
周
知
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
古
く
か
ら
ゴ
ル
レ
ス
制
度

(
n
R
B唱
。
ロ
仏

gぺ
ω古川
05)
が
広
汎
に
発
達
し

が
、
最
後
に
の
べ
た
大
都
市
の
巨
大
銀
行
と
ど
う
い
う
関
係
に
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
支
匝
銀
行
制
度
と
い

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
以
下
の
大
都
市
の
巨
大
銀
行
と
、
何
ら
の
関
係
を
も
有
し
な
い
と
い
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

て
い
て
、
全
国
の
銀
行
は
こ
れ
に
よ
っ
て
ニ
ュ
1
・
ヨ

I
ク
、
ジ
カ
ゴ
な
ど
の
金
融
中
心
地
と
み
っ
せ
つ
な
つ
な
が
り
を
も
っ
乙
と
が
指
摘

円

H
V

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
乙
の
ゴ
ル
レ
ス
制
度
が
銀
行
集
中
と
い
う
観
点
か
ら
、
い
か
な
る
怠
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
を
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

は1)

テ
ヱ
イ
ン
・
バ
ン
キ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
、
グ
ル
ー
プ
・
バ
ン
キ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
市
外
交
后
銀
行
制
の
三
つ
は
、
総
括
し
て
地
域
的
支
厄
銀
行
制
度

(門司悶芯ロ回目

σ吋戸口口
rσ
ロ
ロ
}
内
区
間
羽
田
目
白
HU)

と
よ
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

。
。
5
2
7日
広
門
日
目
ゲ
包
J
H
U

・
広
∞
・
な
お
乙
の
点
に
か
ん
す
る
ゴ
ー
ル
ド
シ
ユ
ミ
ゥ
ト
の
叙
述
は
次
の
資
料
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
会
出

gロ
ny
の
y
p
u
u

出
ロ
仏
の
円
D
C
句
切
出
口
広
ロ
ぬ
一
回
目
白
巳
口
開
田

σ
o
h
D
吋
同
任
問
。

G
E
E
-円円
m
m
Dロ
回
出

HMrgm
白ロ
L

の
ロ
円
円
。
ロ
ロ
可
目
。
ロ
回
目
。
同
河
内
H
V

門町田日ロ門由民

42印
;
ロ
ロ
巴
m
H
E
-

問。凹・

E
Y
H
U
ω
0
3
・

。
。
広
田
口
}
凶
日
正
f
p
E
4
3・
広
H
I
H
叶叶・

た
と
え
ば

ω
a
R
f
F
H【]
J

℃
・
白
・
邦
訳
、
前
掲
寄
六
頁

l
七
頁
を
み
よ
。
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(42) i
 
3
 
4
 
(
 
)
 
4
 
4
 

コ

ル

レ

ス

制

度

ア
メ

p
カ
に
お
い
て
ゴ
ル
レ
ス
制
度
が
広
汎
に
発
達
し
た
理
由
は
、
次
の
二
つ
に
要
約
で
き
る
。

一
つ
に
は

一
九
一
三
年
の
連
邦
準

備
制
度
の
成
立
ま
で
、

ア
メ

p
カ
に
は
中
央
銀
行
に
あ
た
る
も
の
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
全
国
に
散
在
す
る
多
数
の
独
立
銀
行
は
、
金
融

中
心
地
の
銀
行
と
ゴ
ル
レ
ス
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
中
央
銀
行
が
な
す
べ
き
業
務
を
代
行
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
(
準

経
済
学
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
銀
行
の
集
中

備
金
の
預
託
な
ど
)
。

い
ま
一
つ

は
、
全
国
的
支
自
制
度
が
法
的
に

禁
止
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ζ

と
か

ら
、
小
切
手
の
交
換
、
資
金
の
移

送
な
ど
を
円
滑
に
お
ζ

な
う
た
め

に
、
地
方
の
銀
行
は
都
市
の
銀
行

ら，ζ
な預
か金
つを
たも
こつ
とて
でい
あな
る(け
でれ
乙ば
のな

か
ぎ
り
で
は
ゴ
ル
レ
ス
制
度
は

た
ん
に
、
特
殊
な
銀
行
制
度
に
白

来
す
る
技
術
的
難
点
を
回
避
す
る

した
現め
突の
のも
聞の
題 lζ
と・す
しぎ
てな

ニL

I し
か

ヨ
I
Hノ

V
カ
ゴ
な
ど
の
大
銀
行

を
中
心
と
し
て
、
数
百
数
千
の
銀

行
が
コ
ル
レ
ス
組
織
を
通
じ
て
相

互
に
関
係
を
も
ち
、
地
方
の
小
銀

行
の
支
払
準
備
金
、
余
剰
資
金
が

中
村

銀行閥預金，全米・ニューヨーク州・イリノイ州

(10 {，訟ドJレ)

~x100 
a2 

21 

n
h
u
q
o

っ“

り
ム
つ
U

つμ

24 

23 

22 

20 

10 

17 

12 

12 

10 

21 

11 

2
 

τ
D
 

0.17 

0.18 

0.21 

0.24 

0.28 

0.32 

0.32 

0.32 

0.44 I 

0.44 

0.30 

0.38 

0.45 

0.40 

0.40 

0.44 

0.29 

1.17 

1.40 

1.52 

26 

25 

24 

25 

1.58 

2.13 

25 

18 

24 

第 9表

1胤;
1.48 I 

1.91 . 

2.09 i 
2.491 

2.631 

2.59 i 

2.811 

4.02 i 

3.951 

2.90 I 
3.42.1 

4.33 

4.53 

3.98 

5.15 

3.47 

12.73 

13.79 

15.45 

16.80 

18.11 

6 月

30日

1901 

1903 

1905 

1907 

1909 

1911 

1913 

1915 

1917 26.50 

33.25 

33.43 

38.18 

45.23 

48.70 

49.39 

47.28 

32.08 

1919 

1921 

1923 

1925 

1927 

1929 

1931 

1933 

13 

14 

む ニューヨーク州の全商業銀行預金(大部分はニューヨーク市に集中している).

h 同銀行間預金
az イワノイ州の全商業銀行預金(大部分はシカゴ市に集中している).

h 同銀行間預金.
All-Bank Statistics， var. pages.より作成.
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の
銀
行
へ

そ
れ
が
窓
ら
に
大
都
市
の

ノ¥

る
こ
と
に
な
る
と

は
だ
ん
に
技
術
的
な
も
の
だ
け
に
と
ど
ま
る

な
く
な
る
。

コ
ル
レ
ス
に
よ

の

、
正乙
」

に
よ
っ
て
み
よ

全
米
、
ニ
ュ
;
・
ヨ
ー
ク

州
(
ニ
?
:
ヨ
ー
ク
市
所
夜
州
)
、

イ
日
ノ
イ
州
ハ
リ
V

カ
ゴ
市
所
在
熊
〉
と
も
に
、
二
O
世
紀
初
頭
以
降
一
九
一

で
は
、
銀
、
一
行
間

い怒
るA 金。，.
〉

に
対
す
る

は
、
ほ
ぽ
一
定
の
水
準
を
保
っ
て
い
た
が

一
九
…
九
年
長
崎
と
し
て

い
ず
れ
も
五
%
前
後
下
落
し
て

の

る
銀
行
間
預
金

ハ
〉
%
議
後
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の

っ
ち
の
応f

O 
% 
前 O
後年
〆/…¥'I¥.

∞;y 
× 

に
対
す
る
比
率
は

O
M
m
欝
後

(
W
X
M
C
C
)
?
F
ノ
イ
郊
に
集
中
し
て
い
え

の
約
五
O
%
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
G

こ

で

、

ニ

ュ

1
・
ヨ
ー
ク
州
じ
た
い

つ
ま
り

同
州
だ
け

す
る
銀
行
間
阿
部
金
の
比
率
は
一
五
%
前
後
、
イ
ヲ
ノ
イ
何
で
は

の

ぃ
。
こ
れ
ら
の

数
字
は
州
全
体
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

ニ
品
?
・
ヨ
ー
グ
市
だ
け
、
ジ
カ
ブ

け
を
と
る
と
、
そ
の
比
率
は
会
ら

る
で

- 63 

-
申
の
久
ず
つ
l
u
、

そ
の
中
で
も
、
特
定
大
銀
行
の
市
め
る
割
合
は
い
っ
そ
う
大
き
い

え
ら
れ
る
。

vw節
で
み
た
ニ
ュ

1
・一
3
1
ク
市

ν
カ
ブ
市
な
ど
の
大
銀
行
の
保
有
す

の
う
ち
に
は
、
こ
の
よ
う
な
、
地
方
銀
行
か
ら
の
銀
行

間
預
金
が
ふ

て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
都
市
銀
行
は
、
か
か
る
銀
行
間
預
金
の
受
入
れ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
資
金
力
そ
強
化

ー
た
弱
小
銀
山
村
で
あ
る
ば
あ
い
に
は
、

る
に
と
に
な
る
が
、
制
放
は
そ
れ
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
都
市
銀
行
に
ゴ
ル
レ
ス

ゴ
ル
レ
ス
を
受
け
る
都
市
銀
行
は
、

地
方
銀
行
が

の
劣
つ

の

に
も
と
づ
い
て
、
地
方
銀
行
の

議
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ζ

う
い
う
例
は
す
く
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
表
部
上
は
独
立
の
銀
告
の
よ
う
に
み
え

ふろご

カき

そ長
VJ は
r 、

つ'k択

と古
宇 室長
プnぐ: 干了
勺の
ヤ交

友軍

i正
刈あ
の
会っ
て
地
方え
銀三，

宮支
ぺ
と
し
て

な
い
も
の
が
あ
る
。

ゴ
ル
レ
ス

て

ニ
ュ

1

・g
1
ク、

ジ
カ
ゴ
な
ど
の
大
銀
刊
行

経
済
学
研
究

/、



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
銀
行
の
集
中

中
村

の
支
配
下
に
入
っ
て
い
た
、

と
い
う
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
右
に
述
べ
た
よ
う
な
こ
と
が
、

ゴ
ル
レ
ス
関
係
に
あ
る
す
べ
て
の
銀
行
間
に

み
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
都
市
銀
行
は
、
自
行
に
コ
ル
レ
ス
勘
定
を
設
定
し
て
い
る
地
方
銀
行
に
対
し
て
、
投
資
対
象
の
選

択
、
貸
付
先
の
信
用
状
態
に
か
ん
す
る
情
報
、
短
期
資
金
の
運
用
な
ど
に
つ
い
て
の
助
言
と
援
助
を
与
え
る
巧
ζ

れ
は
地
方
銀
行
に
と
っ

地
方
銀
行
は
、
都
市
銀
行
へ
の
預
金
か
ら
低
利
で
は
あ
る
が
利
子
を
受
取
る
可
コ
ル
レ
ス
を
受
け
る

て
実
質
的
に
利
益
で
あ
る
。
ま
た
、

さ
ら
に

そ
の
他
短
期
高
利
の
貸
付
に
利
用
す
る
ζ

と
に
よ
っ
て
収
益
を
あ
げ
る
。

ゴ
ル
レ
ス
関
係
に
あ
る
多
数
の
地
方
銀
行
と
の
結
び
つ
き
は
、
そ
れ
を
証
券
販
売
網
と
し
て
利
用
す
る
ζ

と
を
可
能
に
す
る
で

そ
の
預
金
を
証
券
市
場
へ
の
コ
ー
ル
・
ロ
l
y
、

都
市
銀
行
は
、

方
銀
行
は
都
市
銀
行
に
と
っ
て
は
、

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
都
市
銀
行
と
地
方
銀
行
と
は
、
業
務
上
の
つ
な
が
り
か
ら
み
れ
ば
、
い
わ
ば
相
互
依
存
的
な
関
係
に
あ
り
、
地

顧
客
と
し
て
の
一
面
を
も
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
地
方
銀
行
は
、
あ
る
で
い
ど
自
由
に
、
自
行
の

ゴ
ル
レ
ス
先
を
え
ら
ぶ
こ
と
が
で
き
る
Q

自
行
に
コ
ル
レ
ス
勘
定
を
設
定
さ
せ
よ
う
と
す
る
都
市
銀
行
聞
の
競
争
は
は
げ
し
い
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
ゴ
ル
レ
ス
制
度
は
、
ニ
ュ

I
・ヨ

1
ク
、
V
カ
ゴ
な
ど
の
大
都
市
の
銀
行
に
、
相
当
量
の
預
金
を
送
り
こ
み
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
大
銀
行
の
資
金
力
を
強
化
せ
し
め
は
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
支
配
力
は
、
ゴ
ル
レ
ス
関
係
に
あ
る
す
べ
て
の
地
方
銀
行
を
、

実
質
的
に
支
匝
化
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
全
銀
行
間
預
金
の
約
四

O
%
が
ニ

ユ

1
・ョ

I
ク
州
に
集
中
し
て
い
た
ζ

と
の
意
義
は
小
さ
く
な
い
が
、
そ
れ
は
た
だ
ち
に
、
支
配
集
中
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
'
に
な
る
も
の
で
は

な
い
。
そ
の
多
く
は
、
中
小
都
市
の
銀
行
に
と
っ
て
技
術
的
に
厄
介
な
業
務
(
た
と
え
ば
証
券
市
場
と
の
接
触
、
対
外
決
済
な
ど
)
を
、

ニ
ュ

1
・ョ

1
ク
の
銀
行
に
代
行
さ
せ
る
と
い
う
必
要
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、

に
と
っ
て
も
ま
た
利
援
の
多
い
、
歓
迎
す
べ
き
業
務
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
代
行
す
る
こ
と
は

ニ
ュ
1
・
ヨ
1
ク
の
銀
行

14日

州
内
・
ヨ
ロ
ロ
ミ
日
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r
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川
川
げ
4
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そ

の

…

は

、

一

九

一

X
Mゅ
の
連
邦
協
中
備
制
出
駄
の
成
立
後
、
と
れ
に
加
緩
仰
す
る
銀
行
が
漸
次
増
大
し
、
準
備
会
合
準
備
銀
行
に
潔
託
ず
る
も
の

が
多
く
な
っ
た
と
と
、
叉
波
邦
地
中
関
開
制
淡
に
よ
る
送
金
の
安
会
段
、
送
途
燃
が
認
識
お
れ
て
く
る
従
っ
て
、
こ
の
総
…
留
に
お
け
る
コ
ル
レ
メ
間
関
係
の
援

要
性
が
減
少
し
て
き
た
乙
と
な
ど
で
あ
る

Z

綴
こ
に
は
、
こ
の
漬
か
ち
、
吸
収
に
よ
る
独
立
銀
行
の
交
筋
絡
が
あ
る
で
い
ど
?
す
ん
だ
ζ

と
で
あ
お
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
阪
押
収
し
た
銀
行
と
吸
絞
お

れ
た
綴
行
と
の
従
来
の
銀
行
関
税
桝
念
は
、
ふ
み
応
支
出
的
関
の
総
定
に
々
A
J

て
し
玄
う
。

篠
宮
3
3
H
手

-nrMyg・
邦
訳
、
前
抽
出
翌
二
演
。

地
方
銀
行
と
、
そ
れ
か
ら
預
念
な
受
け
る
抑
制
後
援
行
と
の
幾
務
上
の
関
係
の
詳
制
棋
に
つ
い
て
は
出
2
2
3
J
F
E
d
渓
Y

M

l
話
会
み
よ
。

こ
れ
は
一
九
三
一
…
一
年
の
銀
行
法
改
蕊
に
よ
っ
て
絞
法
δ
れ
た
。

同
り
ご

M
M
M
O
w
-
u
-
σ
H仏
-
w
阿

y

〕戸、吋・

な
お
ニ
品

1
・
滋
!
ク
市
の
銀
行
の
係
符
ず
る
銀
行
間
預
金
の
、
会
米
銀
行
問
預
金
に
対
す
る
及
率
は
、

キ

m，山
H
5
3
一
伝
子
切
窓
‘
い
ゆ
i
品
C
・

{~品臼普溜 (47)

九
一
勧
一
同
い
年
以
降
減
少
し
て
い
っ
た
よ
う
で
占
あ
る

Z
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七、

0) 

以
上
数
節
に
わ
た

の
大
都
市
巨
大
銀
行
と
万
そ
も
っ
て

ふ
ノ
メ

p
カ
の

る

多
数
の
弱
小
銀
行
の
並
存
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

る
法
的
総
限
安
打
破
ナ

支
思
制
度
に

し
て
の
叫
ノ
エ
イ
シ
・
パ
ジ
キ

シ
グ
-
H
V

ス
デ
ム
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
・
パ
ジ
キ
ジ
グ
・

γ
ス
デ
ム
の

結
舟
は
地
域
的
な
も
の
K
L
L
ど

ひ
ろ
が
り
を
も
っ

も
の
で
は
な
か
っ

市
外
交
筋
剰
に
し
て
も
、
も
ち
ろ

で
あ
る
。
又
ゴ
ル
レ
ス
制
制
度
も
、
大
都
市
へ

の

つ
の
組

路
と
は
な
っ
た

し
て
の

も
の
で
は
な
い
。

w 

・~」

の

と
こ
ろ
で
い
ま
ま
で

lま

そ
れ
じ
た
い
と
し
て

し、

て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ

ζ

れ
だ
け
で

た
に
と
に
は
芯
ら
な
い
。
ア
メ
ヲ
カ

九
世
紀
以
来
、

iま

L 、
てフ

経
済
学
研
鈴

/¥ 



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
銀
行
の
集
中

h
H
1
4
サ

ド
ー

独
特
の
金
融
組
織
が
あ
り
、

は
じ
め
に
も
一
言
し
た
よ
う
に
、

一
九
世
紀
末
か
ら
二

O
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
独
占
体
形
成
期
に
お
け
る

巨
額
の
企
業
金
融
も
、
そ
の
主
要
部
分
は
こ
の
投
資
銀
行
機
関
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
Q

こ
れ
ら
の
投
資
銀
行
機
関
は
、

当
初
は
た
ん
に
一
時
的
な
証
券
発
行
利
得
の
獲
得
を
目
的
と
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
二

O
世
紀
初
頭
以
降
漸
次
産
業
企
業

と
恒
常
的
な
関
係
を
保
持
す
る
に
い
た
り
、

お
そ
く
と
も
一
九
一

0
年
代
に
は
、

モ
ル
ガ

γ
以
下
の
数
行
が
、

そ
の
他
多
数
の
投
資
銀
行

お
よ
び
大
独
占
企
業
を
傘
下
に
収
め
て
、
す
で
に
区
大
な
支
配
築
中
機
構
を
形
成
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
一
つ
大
投
資
銀
行

と
、
す
で
に
み
た
よ
う
に

一
九
一

0
年
代
末
期
以
降
日
大
な
資
金
力
を
も
つ
に
い
た
っ
た
都
市
の
大
商
業
銀
行
と
が
、
何
ら
の
関
係
を

も
有
し
な
か
っ
た
と
い
う
乙
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
投
資
銀
行
と
商
業
銀
行
は
ζ

の
時
期
に
従
来
の
相
対
的
独
立
性
を

捨
て
て
、
有
機
的
な
結
合
の
方
向
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
商
業
銀
行
の
集
中
の
特
殊
な
性
格
と
そ
の
産
業
に

対
す
る
関
係
も
、

こ
の
点
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
十
分
な
解
明
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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ま
ず
一
九
二

0
年
代
の
証
券
金
融
の
状
態
を
一
般
的
に
み
よ
う
。
ア
メ

p
カ
の
一
九
ニ

0
年
代
は
証
券
ブ
1
ム
の
時
代
と
い
わ
れ
て
い

る。

ζ

の
ブ
l
ム
の
性
格
を
全
面
的
に
解
明
す
る
こ
と
は
、

そ
れ
じ
た
い
、
き
わ
め
て
重
要
に
し
て
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
が
、

こ
と
で
の

課
題
で
な
い
。
た
だ
こ
の
証
券
ブ
I
ム
の
性
格
が
、
ニ

O
世
紀
へ
の
転
換
点
に
お
け
る
証
券
金
融
の
増
大
の
性
格
と
は
、

乙
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
二

0
年
代
の
証
券
発
行
の
増
大
は
、
も
は
や
、
産
業
の
集
中
、
独
占
体
の
形

い
ち
じ
る
し
く

成
の
た
め
の
金
融
を
主
た
る
動
因
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
る
ほ
ど
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
企
業
合
同
は
相
当
数
に
の
ぼ
っ
た
。
だ
が

そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
産
業
じ
し
ん
の
必
要
に
よ
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
合
同
に
よ
る
新
会
社
の
資
本
の
水
増
し
評
価
か
ら
利
得
を

え
よ
う
と
す
る
銀
行
業
者
の
投
機
的
活
動
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
乙
の
時
期
に
お
け
る
証
券
価
格
の
一
般
的
騰
貴
が
そ
れ
を
可
能
に
し

た
の
で
あ
る
。
「
一
述
の
合
同
は
株
式
価
格
の
す
ぐ
後
を
追
い
か
け
た
」
の
で
あ
り
、
銀
行
家
、
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
は
、
一
般
的
好
況
に
支
え

あ
る
い
は
再
金
融
し
た
」

ら
れ
て
「
企
業
の
方
針
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係
な
し
に
、
取
引
か
ら
の
利
得
を
目
的
と
し
て
購
入
し
、
再
組
織
し
、



の
で
あ
っ
た
。

一
九
一
九
年
か
ら
二
九
年
ま
で
の
証
券
発
行
量
の
推
移
を
示
す

と
第
一

O
表
の
と
う
り
で
あ
る
。
株
式
会
社
の
証
券
発
行
量
は

一
九
二
一
年
の
減
少
を
除
い
て
は
年
々
か
な
り
の
率
で
増
大
し
て

い
る
。
と
く
に
一
九
二
五
年
以
降
は
増
加
が
い
ち
じ
る
し
く
、
二

六
年
に
は
五

O
億
ド
ル
を
こ
え
、

ニ
九
年
に
は
つ
い
に

0
0億

ド
ル
に
達
し
た
。

乙
れ
に
対
応
し
て
、
投
資
銀
行
は
預
金
業
務
へ
の
進
出
、
支
屈

の
増
設
、
セ
ー
ル
ス
マ
シ
の
増
員
、
新
規
開
業
業
者
の
自
行
系
列

株式会社の証券発行量

(10 億ドJレ)
第 10表

短期
社債
ノート

長期
社長i
ノート

• 4

ヲロ

2.7 

3.0 

5.3 

7.3 

7.8 

10.0 6.9 

M.H.羽Taterman: Investment Bank-

ing Function， 1958， p. 44より.

67ー

2.4 

3.1 

3.2 

3.8 

4.7 

式

1.6 

0.3 

0.6 

0.7 

0.9 

1.3 

1.3 

1.8 

1.1 

3.6 

0.3 

株

0.5 

0.7 

1.2 

0.1 

0.2 

0.4 

0.4 

0.3 

0.4 

0.3 

2.8 

な
ど
の
手
段
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
証
券
の
消
化
を
は
か
っ
た
が
、

投
資
銀
行
機
関
と
い
え
ど
も
、
年
々
五

O
億
ド
ル
か
ら
一

O
O億
ド
ル
に
達
す
る
発
行
証
券
を
消
化
し
き
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

他
方
商
業
銀
行
を
み
る
と
、
預
金
は
既
掲
第
九
表
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、

へ
の
引
き
入
れ
、

0.6 

1.2 

1.9 

2.3 

2.3 

2.6 

3.0 

3.6 

5.2 

3.9 

い
か
に
強
大
な
資
金
力
と
全
国
的
売
捌
き
網
を
有
す
る

年次

1919 

1920 

1921 

1922 

一
九
一
九
年
に
は
三

O
O億
ド
ル
を
突
破
し
、
以
後
年

一0
年
代
全
体
を
通
じ
て
、
燦
業
貸
付
、

1923 

1924 

1925 

1926 

1927 

1928 

1929 

々
増
大
を
つ
づ
け
て
二
九
年
に
は
五

O
O億
ド
ル
の
線
に
近
づ
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
貸
付
は

商
工
業
貸
付
と
も
に
減
退
又
は
停
滞
の
傾
向
に
あ
っ
た
。
商
業
銀
行
は
、
積
極
的
に
他
の
信
用
形
態
の
開
拓
へ
の
り
だ
さ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

そ
れ
が
証
券
業
務
へ
の
進
出
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
乙
と
は
、

も
は
や
い
う
ま
で
も
な
い
。

以
下
、

一
九
二

0
年
代
に
お
け
る
商
業
銀
行
の
業
務
内
容
の
変
化
・
投
資
銀
行
業
務
と
の
結
合
を
、
三
つ
に
分
り
て
検
討
す
る
こ
と
に

す
る
。
第
一
は
商
業
銀
行
じ
し
ん
の
証
券
保
有
の
増
大
で
あ
り
、
第
二
は
旧
来
の
投
資
銀
行
業
者
へ
の
証
券
担
保
に
よ
る
短
期
資
金
の
供

経
済
学
研
究

i¥.. 

給
で
あ
り
、
第
一
一
一
は
商
業
銀
行
じ
し
ん
の
発
行
引
受
業
務
(
実
襟
の
業
務
は
子
会
社
が
処
理
す
る
)
で
あ
る
。



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
銀
行
の
集
中

村

ま
ず
第
一
一
去
に
よ
っ
て
商
業
銀
行
の
証
券
投
資
を
み
よ

ぅ
。
国
債
保
有
は
一
九
二

O
年
の
約
三
六
・
問
億
ド
ル
か
ら
、

ピ
ー
ク
時
の
二
八
年
に
は
約
四
九
二
ニ
億
ド
ル
に
達
し
た
。
約

二
六
%
の
治
加
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
民
間
証
券
保
有

は
一
九
二

O
年
の
約
三
八
・
二
億
ド
ル
か
ら
、
二
四
年
に
は
五

。
億
ド
ル
ム
ロ
に
転
じ
、
二
八
年
に
は
七
五
・
一
一
一
億
ド
ル
と
い
う

日
一
組
に
達
し
た
Q

増
加
率
は
約
九
七
%
で
あ
る
。

第11表全商業銀行の
証券投資 (100万ドノレ)

2，011 

2，726 

3ぷ16

4，055 

4，367 

4，539 

5，037 

5，774 

6，087 

6，759 

7，534 

6，856 

7，407 

737 ; 

767 i 

3，638 ! 

3，262 i 

3846 I 

4，604 

4，260 

4，454 

44141 

1927 I仰 l
1928 I 4，933 I 
1929 4ぷ721

l蜘 1 久8741

All-Bank Statistics. p. :35 

より作成.

国債
地方債
は|徐く 1

1923 

1924 

1925 

1926 

1910 

1915 

1920 

1921 

1922 

年次

こ
れ
ら
の
保
有
証
券
は
、
発
行
引
受

ν
シ
ジ
ケ

I
ト
へ
の
直
接
参
与
と
い
う
方
法
で
受

お
よ
び
す
で
に
発
行
さ
れ
て
い
る
証
券
を
取

け
と
っ
た
も
の
、
投
資
銀
行
が
引
受
け
た
発
行
証
券
の
購
買
者
と
し
て
買
い
と
っ
た
も
の
、

引
市
場
か
ら
腕
入
し
た
も
の
、
な
ど
か
ら
成
立
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
パ

I
ロ
も
指
摘
し
て
い
る
と
う
り
、
「
銀
行
の
株
式
保
有
に
か
ん
し

ハ
日
}

て
は
い
ま
だ
か
つ
て
系
統
的
な
情
報
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
銀
行
は
い
ろ
い
ろ
な
手
段
で
統
計
に
あ
ら
わ
れ
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な
い
形
で
の
除
式
保
有
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

山

A
際
よ
り
下
ま
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、

し
た
が
っ
て
第
一
一
表
の
数
字
も
十
分
正
確
な
も
の
で
は
な
く
、

お
そ
ら
く

お
お
よ
そ
の
推
移
を
み
る
の
に
は
十
分
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
商
業
銀
行
の
会
社
証
券
保
有
は
、
直
接
に
は
、
産
業
企
業
に
対
す
る
持
株
支
配
を
意
図
す
る
も
の
で

た
る
投
資
銀
行
と
商
業
銀
行
と
の
述
繋
を
、

は
な
く
、
む
し
ろ
収
益
資
産
と
し
て
の
保
有
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
Q

し
か
し
か
か
る
日
額
の
証
券
保
有
が
、
本
来
の
発
行
引
受
業
者

い
ち
じ
る
し
く
強
佑
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
を
ま
た
な
い
。

つ
ぎ
に
短
期
信
用
業
務
を
媒
介
と
す
る
、
商
業
銀
行
と
投
資
銀
行
と
の
関
係
を
み
よ
う
Q

さ
き
に
述
べ
た
証
券
発
行
量
の
急
速
な
増
大

回
数
の
増
大
と
、

は
、
投
資
銀
行
を
し
て
預
金
受
入
れ
業
務
に
積
観
的
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
。
証
券
発
行
の

一
回
ご
と
に
発
行
さ
れ
る
額
の
巨
大
化
は
、
引
受
け
か
ら
最
終
的
消
化
ま
で
の
時
間
を
延
長
せ
し
め
る
。
投
資
銀
行
は



そ
の
間
の
つ
な
ぎ
資
金
の
供
給
を
他
の
何
ら
か
の
金
融
機
関
に
依
存
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
都
市
の
大
商
業
銀
行
が
こ
れ
を
引
受
け
た
の
で

へ
の
証
券
担
保
貸
付
)
で
あ
り
、

あ
る
。
商
業
銀
行
の
証
券
取
扱
業
者
に
対
す
る
貸
付
け
は
二
つ
の
方
向
に
向
か
う
。

一
つ
は
発
行
市
場
に
対
す
る
も
の

(
V
シ
ジ
ケ

1
ト

い
ま
一
つ
は
流
通
市
場
に
対
す
る
も
の
(
ブ
ロ
ー
カ
ー
へ
の
証
券
担
保
貸
付
)
で
あ
る
。

発
行
市
場
に
対
す
る
も
の
か
ら
み
て
い
く
と
、
引
受
ジ
シ
ジ
ケ

I
ト
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
又
は
ア
シ
ダ
l
ラ
イ
タ
ー
は
、
引
受
け
に
さ
い

し
て
、

さ
し
あ
た
り
必
要
な
資
金
を
商
業
銀
行
か
ら
デ
イ
・
ロ

1
〆

saEZ自
由
)
の
形
で
借
入
れ
、

ハ
一
出
)

ら
証
券
を
受
取
り
、
各
ア
シ
ダ
l
ラ
イ
タ
ー
に
配
分
す
る
。
こ
の
デ
イ
・
ロ

I
Y
は
一
%
の
利
子
を
つ
け
て
そ
の
日
の
う
ち
に
返
済
さ
れ
ね

ハ
町
)

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
配
分
さ
れ
た
証
券
が
即
日
現
金
化
さ
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
ま
た
、
将
来
の
よ
り
有
利
な
市
場
条
件
を
期
待
し

ζ

の
資
金
を
利
用
し
て
発
行
企
業
か

保
と
し
て
銀
行
に
差
出
し
、
あ
ら
た
め
て
ロ
l
y
を
受
け
る
。

て
受
取
っ
た
証
券
を
い
っ
た
ん
自
分
の
手
許
に
お
く
ζ

と
も
あ
る
。
そ
こ
で
ア
シ
ダ

I
ラ
イ
タ
ー
は
、
即
日
現
金
化
さ
れ
な
い
証
券
を
担

門

田

)

乙
れ
が
コ
ラ
テ
ラ
ル
・
ロ
l
y
(
円
。
口
出
ぽ
門
出

-zmwHM印
)
で
あ
る
。
あ
と
は
証
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券
が
現
金
化
さ
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、
コ
ラ
テ
ラ
ル
・
ロ
l
y
が
漸

次
返
済
さ
れ
て
い
く
仕
組
み
で
あ
る
。

乙
の
関
係
は
、
流
通
市
場

に
お
け
る
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
対
す
る
貸
付
け

3
5
w耳
目
ニ
。
同
ロ
印
)
の

ば
あ
い
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
証
券
取
引
所
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
デ

イ
・
ロ
l
y
k
よ
っ
て
購
入
し
た
証
券
を
銀
行
に
担
保
と
し
て
差

出
し

証
券
の
最
終
的
消
化
ま
で
の
資
金
を
確
保
す
る
。
な
お
と

れ
ら
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
、
大
投
資
銀
行
に
よ
っ
て
マ
、
不
1
ジ
さ
れ

た
引
受
ジ
シ
ジ
ケ

1
ト
の
販
売
団
の
重
要
な
一
環
を
形
成
し
て
い

る
。
投
資
銀
行
の
支
配
力
は
発
行
市
場
だ
け
で
は
な
く
、
流
通
市

経
済
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商業銀行の証券担保貸付

(100万わレ)

年次
B 

AX100 

1919 21，957 5，200 23.8 

1920 27，305 6，410 23.5 

1921 24，946 5，750 23.1 

1922 23，694 5，780 24.4 

1923 25，734 6，320 24.6 

1924 26，260 6，750 25.7 

1925 28，200 8，228 29.1 

1926 30，008 9，001 30.0 

1927 10，036 32.2 

1928 33，020 11，248 34.1 

1929 34，615 12，534 35.2 

1930 33，696 ! 13，026 38.6 

第四表

Goldschmidt: ibid.， p. 293より.
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場
に
も
お
よ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

商
業
銀
行
の
、

こ
の
よ
う
な
、

い
わ
ば
正
則
業
務
と
も
い
う
べ
き
短
期
信
用
業
務
を
娘
介
に
し
た
投
資
銀
行
業
務
と
の
結
合
を
示
す
指

擦
は
、
高
業
銀
行
の
資
産
項
目
の
う
ち
の
証
券
担
保
貸
付
で
あ
る
。

第
一
ニ
表
は
、
商
業
銀
行
の
全
貸
付
・
割
引
と
、
そ
の
う
ち
の
証
券
担
保
貸
付
の
推
移
を
、
通
貨
監
督
官
年
次
報
告
辛
口
ロ
ロ
丘
一
月
3
0
3

。
同
吾
ゅ
の
0
5
1
5ロ
買
え
吾
ゅ
の
ロ
円
円
。
ロ
の
可
)
に
も
と
づ
い
て
、

ゴ
ー
ル
ド
V
ユ
ミ
ッ
ト
が
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

九
一
二
O
年
ま
で
の
聞
に
、
絶
対
額
で
約
一
五
O
%
の
増
大
を
示
し
て
お
り
、
全
貸
付
・
割
引
に
対
す
る
比
率
は
約
二
四
%
か
ら
約
三
九
%

一
九
一
九
年
か
ら

へ
と
高
ま
っ
て
い
る
。

乙
れ
ら
の
貸
付
け
の
う
ち
に
は
、

つ
ぎ
に
み
る
よ
う
な
商
業
銀
行
じ
し
ん
の
投
資
銀
行
子
会
社
に
対
す
る
貸
付
け
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、

な
お
相
当
部
分
は
旧
来
の
投
資
銀
行
に
対
す
る
貸
付
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
商
業
銀
行
が
投
資
銀
行
に
対
し
て
恒
常

- 70ー

的
に
巨
額
の
証
券
購
入
資
金
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
両
者
の
連
繋
は
も
は
や
部
分
的
二
時
的
、
偶
然
的
な
も
の
で
は
な
く
、

み
っ
せ
つ
な
機
構
的
述
繋
を
意
味
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
商
業
銀
行
は
、
他
方
さ
ら
に
、
投
資
銀
行
子
会
社
を
通
じ
て
発
行
引
受
業
務
へ
も
み
ず
か
ら
積
極
的
に
の
り
だ
し
、
引
受

ν

シ
ジ

I
ケ
へ
の
有
力
な
参
与
者
と
し
て
蓮
大
な
発
行
利
得
の
獲
得
を
も
目
指
す
よ
う
に
な
る
。
最
後
に
こ
れ
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

商
業
銀
行
に
よ
る
子
会
社
と
し
て
の
投
資
銀
行
の
設
立
は

一
九
O
八
年
の
百
円
え

Z
凶
片
山
。
ロ
丘
一
回
山
口
付
え

z
g司
ペ
気
付
に
よ
る
百
円
出
門

ω
2
5
E
g
n。
.
の
組
織
が
最
初
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

一
九
一
一
年
に
は

Z
注
目
。
ロ
色
白
日
々
回
目
ロ
付
。
内

Z044J問
。
吋
付
が

Z
白片山。ロ
m
w
H
Q
q

し
か
し
商
業
銀
行
に
よ
る
投
資
銀
行
子
会
社
の
設
立
が
め
だ
っ
て
ふ
え
て
き
た
の
は
、

一
九
一
七
年
以
降
で
あ
る
。

。
。
・
を
設
立
し
た
。

す
な
わ
ち
、

一
九
一
七
年
に
は
の
げ
山
田
σ
Z丘
一
。
ロ
丘
一
切
L
口
付
が
わ
『
即
印
。

ω巾
円
ロ
ユ
己
巾
由
。
。
円
匂
O
吋
即
位
。
ロ
を
、
。

E
の
o-oロ
可
吋
門
戸
】
印
件
。
0
・
が
。
E

の。目。ロ
U

刊の
O
円
句
。
吋
白
色
。
ロ
を
設
立
し

一
九
一
八
年
に
は
百
円
巴

Zm淳一
cロ
丘
四
山
口
付
丘
∞

g
Zロ
が
百
円
丘

Z
丘町
O
ロ
何
回
日
。
。
.
を
設
立
し
た
。

てコ



づ
く
一
九
一
九
に
は
ニ
ュ

I
・ヨ

l
ク
の
の
口
同
吋
回
丘
町
∞
吋
門
口
え
の
。
・
¥
ホ
ス
ト
シ
の

ω町田さ
B
E
Z丘
町
)
口
弘
一
切
田
口
F
ニ
ュ

1
オ
ル
レ
ア
シ
ズ

の
国
渉
再
口
町
田

Z知
昨
日

0
ロ
丘
一
∞

gww
二
O
年
に
は
V
カ
ゴ
の
め

g
R回
二
]
出
口
O
山田一切

mgw
が
そ
れ
ぞ
れ
投
資
銀
行
子
会
社
を
設
立
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
都
市
の
巨
大
銀
行
の
ほ
と
ん
ど
が

一
九
二

O
年
頃
ま
で
に
自
己
の
子
会
社
と
し
て
の
投
資
銀
行
を
設
立
し
終
っ
て

い
た
。
こ
れ
ら
の
子
会
社
が
ど
の
て
い
ど
の
資
金
力
を
も
っ
て
い
た
か
は
断
片
的
に
し
か
分
ら
な
い
。

資
産
会
計
は
五
・
三
三
億
ド
ル
と
さ
れ
て
い
る
。
か
れ
ら
は
自
己
の
資
金
(
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
親
銀
行
の
出
資
で
あ
る
)
お
よ
び
親
銀
行
か

一
九
三

O
年
現
在
で
一
一
会
社
の

ら
随
時
供
給
さ
れ
る
資
金
に
支
え
ら
れ
て
.
二

0
年
代
(
な
か
ん
ず
く
プ
1
ム
の
頂
点
た
る
こ
七
年
1

l
一
九
年
)
に
旧
来
の
投
資
銀
行

ム
」
ん
」
ふ
ち
に

一
斉
に
発
行
引
受
業
務
に
参
加
し
て
い
っ
た
。

一
億
ド
ル
以
上
の
新
発
行
証
券
を
処
理
し
た
ア
ジ
ダ
I
ラ
イ
タ
ー
の
中
に
は
、
八
つ
の
商
業
銀
行

に
よ
る
投
資
銀
行
子
会
社
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
一
九
三
一
年
の
上
院
、
銀
行
・
通
貨
委
員
会
小
委
員
会
の
聴
閉
会
に
、

Z
呉
芯
ロ
包

一
九
二
七
年
か
ら
三
二
年
の
聞
に
、

。51
回

g
w
の
当
時
の
総
裁
ミ
ッ
チ
ェ
ル
が
提
出
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
商
業
銀
行
お
よ
び
そ
の
投
資
銀
行
子
会
社
の
社
債
発
行
引
受
総

八
年
に
二
九
・
五
%
、
二
九
年
に
四
五
・
五
%
と
な
っ
て
い
る
。
商
業
銀
行
お
よ
び
そ

-71-

額
に
占
め
る
割
合
は

一
九
二
七
年
に
二
二
%
、
一

の
投
資
銀
行
子
会
社
は
業
務
量
か
ら
い
っ
て
も
、

旧
来
の
投
資
銀
行
機
関
と
一
屑
を
並
べ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
以
上
の
ご
と
き
、
商
業
銀
行
の
業
務
内
容
の
変
化
(
証
券
保
有
の
増
大
、
証
券
担
保
貸
付
の
増
加
、
発
行
引
受
業
務
へ
の
参
加
)

ふ
一
通
観
す
る
と
き
、

こ
の
段
階
で
は
も
は
や
、
商
業
銀
行
と
投
資
銀
行
と
の
差
異
は
実
質
的
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
Q

商
業
銀
行
は
短
期
信
用
業
務
を
通
じ
て
、

旧
来
の
投
資
銀
行
機
関
と
は
な
れ
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
同
時
に
、
他
方
か

れ
ら
と
協
力
し
て
、
本
来
の
投
資
銀
行
業
務
を
も
、

み
ず
か
ら
の
一
デ
パ
ー
ト
メ
シ
ト
と
し
て
経
営
す
る
に
い
た
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
か
か

一
九
二

0
年
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
出
現
し
た
も
の
で
は
な
い
。
蘭
芽
的
に
は
一
九
一

O
年
前
後
か
ら
、
部

分
的
、
特
殊
的
に
は
二

O
世
紀
へ
の
転
換
点
の
あ
た
り
か
ら
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
か
か
る
関
係
が
、
商
業
銀
行
の
側
か
ら
も
、

る
形
で
の
両
者
の
連
繋
は
、

経
済
学
研
究
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
銀
行
の
集
中

h
・4吋d
F
F
 

投
資
銀
行
の
側
か
ら
も
必
然
の
要
請
と
し
て
、
全
金
融
機
構
的
な
規
模
で
確
立
さ
れ
た
の
は
、

一
0
年
代
末
期
以
降
な
の
で
あ
る
。

さ
き
に
み
た
二

0
年
代
に
お
け
る
、
大
都
市
銀
行
に
よ
る
中
小
銀
行
の
吸
収
、
大
銀
行
同
士
の
合
同

(
ζ

れ
ら
の
多
く
は
証
券
ブ
I
ム

の
頂
点
た
る
二
七
年
l
i
二
九
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
)
、
市
内
支
屈
の
増
設
に
よ
る
預
金
の
吸
収
等
々
も
、
こ
の
よ
う
な
都
市
巨
大
銀
行
の

業
務
内
容
の
変
化

!
i
証
券
業
務
の
比
重
増
大
v

l
ー
に
と
も
な
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
巨
額
な
資
金
の
集
中
を
意
図
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
又
ニ
ュ

I
・ヨ

l
ク
に
結
節
点
を
も
っ
ゴ
ル
レ
ス
網
も
、

一
方
で
は
そ
れ
に
よ
っ
て
集
中
さ
れ
た
資
金
が

証
券
市
場
へ

の
ゴ
ー
ル
・
ロ

I
Y
の
資
金
源
と
し
て
役
立
つ
と
同
時
に
、
他
方
ニ
ュ

1
・ョ

I
ク
の
大
商
業
銀
行
に
よ
っ
て
引
受
け
ら
れ
た
証
券
の
配
分

通
路
と
し
て

一
定
の
役
割
そ
は
た
し
た
の
で
あ
る
。

商
業
銀
行
と
投
資
銀
行
と
の
実
質
的
述
繋
は
当
然
に
ま
た
、
両
者
の
人
的
結
合
を
も
強
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
も
は
や
以
前

の
よ
"
つ
に

た
ん
な
る

「
富
裕
な
個
人
」

と
し
て
の
資
格
に
お
け
る
そ
れ
で
は
な
く

み
っ
せ
つ
な
業
務
上
の
述
繋
を
背
景
と
し
た
、

-72ー

「
機
関
」
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
の
人
的
結
合
で
あ
る
。
全
国
資
源
委
員
会
三
三

Z
E
-
-
N
2
2
2
2
の。
5
5宮
巾
ゆ
)
の
調
査
は
、
一
九

に
あ
っ
た
投
資
銀
行
と
共
通
の
役
員
を
も
ち

当
時
す
で
に
ゴ
シ
ヅ
エ
ル
シ
の
支
配
者
と
し
て
全
国
的
支
配
体
系
の
中
枢

ゴ
シ
ヅ
エ
ル
シ
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
な

三
五
年
現
在
、
主
要
な
大
商
業
銀
行
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、

お
こ
の
ば
あ
い
、
投
資
銀
行
と
商
業
銀
行
と
の
、

ど
ち
ら
に
イ
ニ

V
ア
テ
イ
ブ
が
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
は
、

お
の
お
の
の
コ
シ
ヅ
エ
ル

シ
内
部
の
具
体
的
な
事
情
の
如
何
に
よ
っ
て
こ
と
な
る
。
商
業
銀
行
の
金
融
カ
が
、

そ
の
コ
シ
ヅ
エ
ル
シ
内
部
で
決
定
的
な
役
割
を
は
た

す
ば
あ
い
も
あ
る
だ
ろ
う
し

又
商
業
銀
行
が

た
ん
に

ゴ
シ
ヅ
エ
ル
シ
全
体
の
出
納
機
関
と
し
て
の
意
義
し
か
有
し
な
い
ば
あ
い
も

あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
両
者
は

乙
の
段
階
で
は
、
競
合
関
係
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

、(52i!51l 
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投
資
銀
行
は
銀
行
法
規
の
適
用
の
外
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
支
出
伯
の
設
立
は
自
由
で
あ
る
。
投
資
銀
行
お
よ
び
ブ

?
lカ
l
の
路
舗
総
数
は
一
九
二

O

年
の
約
五
、

0
0
0
か
ら
、
二
九
年
に
は
約
七
、

0
0
0
へ
摺
加
し
た

Z

*

の

0]円円出口
}
M
E
E
t
-
Z
L
J
H
V・
N印・

幾
業
貸
付
の
減
退
の
理
由
は
第
二
節
で
の
べ
た
こ
と
か
ら
ほ
ぼ
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
商
工
業
貸
付
の
傍
滞
の
園
出
に
つ
い
て
は
種
々
の
ふ
く
ぎ
つ
な

要
因
が
あ
る
o

さ
し
あ
た
り
∞
・
同
・
∞
2
r
r
R
r
∞
5
5
2∞
戸

o
g印
え

〉

B
R
r言
。
c
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2口
互
∞
E
-
F
S
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-
∞
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お
よ
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守
口
cσ
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田口仏
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円
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5
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・
浅
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帝
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」
一
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八
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民
自
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民
ロ
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え
DH出
予
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C
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5
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2
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C
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FCロ
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W
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Vωuu
可円
-MAHU
日y
H
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ω∞・
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町
田
江
口
開
閉

σ問
問
。
同
町
任
命
、
H，Z
H凶
(
v
u
p一L-uMUFN品切

]
Y
H
N
2
0・

出
向
山
片
山
口
問
印
ゲ
え
C円
m
F
O
H，Z
H
w
p
F
E・》
]U件-
R
W
ロ
-
E
E
C
-

C
C
5
2
r
g三円一

Hr広
w
℃・

5
印・

同
冊
目
ー
江
口
問
的
ゲ
叩
同
CH白
HF日
吋
Z
切
の
切
日
r
E・ゅ
HUFNN・
H
W
H
E
Z仲
間

u
Z
0・
]5upHV-HHEHH・

国
g
門
戸
口
問
団
宮
同
D門
町
田

ωロ
r
n
o
g白
石
2

0同
仔
ゅ
の
0
5
5
5
2
0
H阿
国
民
ロ
在
口
問
問
Hえ
の
巳
口
町
ロ
ロ
u
J
C巳
お
仏

ω
S件。♂

ω
2
5
F
戸
田
?
の
C口
出
円
。
印
P

U
H仏
ω向田氏
c
p
℃
ロ
岡
田
口
山
口
丹
ぢ

ω・岡山向田・

4
r
E
ω
ゲ

HVFNWHM-N由也・

商
業
銀
行
が
投
資
銀
行
に
短
期
資
金
を
供
給
す
る
と
い
う
関
係
は
、
ご

O
世
紀
初
頭
か
ら
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
o

投
資
銀
行
が
大
き
な
発

行
業
務
を
引
受
け
て
、
巨
額
の
資
金
を
必
要
と
す
る
ば
あ
い
、
商
業
銀
行
が
一
時
的
に
そ
れ
を
立
替
え
て
や
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
う
る
。
し
か
し
そ

れ
は
こ

0
年
代
の
よ
う
に
、
商
業
銀
行
の
恒
常
的
な
、
い
わ
ば
正
則
業
務
の
一
部
と
し
て
そ
う
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
問
者
の
内
部
的
な
結
合

を
必
然
と
す
る
ほ
ど
の
意
義
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
商
業
銀
行
じ
し
ん
の
証
券
保
有
や
発
行
引
受
業
務
へ
の
参
加
も
、
二

O
世
紀
初
頭
に

お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
取
る
に
た
り
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
投
資
銀
行
と
商
業
銀
行
と
の
重
役
連
繋
は
ご

O
世
紀
初
頭
か
ら
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
が
よ
右
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
銀
行
「
機
関
」
止
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
の
資
格
に
お
け
る
参
与
で
は
な

く
、
む
し
ろ
「
富
裕
な
側
人
」
と
し
て
参
与
す
る
と
い
う
傾
向
が
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ホ
同

-
K
F
-
z
c
g
oロ
日
叶
Z
H
W〈
c
r
gロ
c
h
y向
E
O
Hロ
の
毛
一
色
5
5
w
S
H
E
w
℃
・
自
由
・

2
2
5ロ
回
目
河
2
C
E
2
2
の
0
5
5目
立
目
白
川
吋
『
白

ω円門戸口
Z
B
C同
与
四
〉
口
同
開
口
口
出
口
開
ncロ
c
g
v
J
5
8
w
M
V
H
Y
H印
ωlH吋
C・
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
銀
行
の
集
中

中
村

た
と
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
百
円
2

2丘一
D
口
丘
一
∞
田
口
r
は
モ
ル
ガ
ン
と
総
合
し
て
、
モ
ル
ガ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
ナ
シ
ョ
ナ
ル
利
益
集
団
を
形
成
し
、
傘

下
に
の
E
H白
口
々
、
H，E
え
の
OBHV出
口
可
え

Z
自宅

JF件
"
回
同
ロ
rmH印
寸
H口
氏
。
0・uH40司

J円
。
件
、
H，E
凹
件
。
。
.
を
擁
し
て
い
た
。
∞
同
ロ
r
D同
任
問

ζ
2
7
2仲
間
口
の
C

は
ク

i
ン
・
レ
!
プ
と
結
合
し
て
ク

i
ン
・
レ

i
プ
利
益
集
団
の
中
核
的
存
在
と
な
り
、
ボ
ス
ト
ン
の
百
円
2
2
E。
ロ
主
回
目
ロ
r
は

ボ
ス
ト
ン
利
益
集
団
の
首
脳
で
あ
っ
た
。
叉
シ
カ
ゴ
利
益
集
団
に
は
の
O
E
Z
E
S日
目
5
0
5
2同片山
O口出]回
g
r
h
w
寸
2
件
。
0・w
百円
2

Z
由民
Dロ乱

回出口
r
E
の
宮
町
田
担
G
v
z
oえ
7
2口、
H，Zω
片の
0・
が
入
っ
て
い
る
。
な
お
、
。
}
凶
器
巾

Z
丘一
g
戸
ご
凶
g
r
は
旧
来
の
投
資
銀
行
業
者
の
傘
下
に
入
ら
ず
、

直
接
ロ
ゥ
ク
フ
プ
フ

1
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
参
画
し
て
い
る
。
し
か
し
ζ

れ
も
、
。
}
阿
国
的
。
∞
開
口
2
E
O由。
o
G
O
Hえ
5
ロ
(
一
九
一
二

O
年
に
民
間
口
』
印
刷
，
DHゲ
g

待
。
p
を
吸
収
し
た
)
と
い
う
強
力
な
投
資
銀
行
子
会
社
を
抱
え
て
い
る
。

}1、
む

す

ひ

結
局
ア
メ
H
ノ
カ
に
お
け
る
銀
行
集
中
は
、
支
自
制
度
に
対
す
る
法
的
規
制
の
存
在
と
い
う
こ
と
か
ら
、

ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

こ
の
都
市
大
銀
行
が
一
九
一

0
年
代
末
期
以
降
、

な
か
ん
ず
く
ニ

0
年
代
の
証
券
ブ

1
ム
の
過
程
で
、
当
時
す
で
に
全
国
的
な
支
配
力
を

- 74-

よ
う
な
、
全
国
的
支
届
制
度
の
発
展
と
い
う
形
を
取
り
え
ず
、
都
市
大
銀
行
と
地
方
弱
小
銀
行
の
並
存
と
い
う
方
向
へ
進
ん
だ
。
そ
し
て

も
っ
て
い
た
モ
ル
ガ
シ
以
下
の
投
資
銀
行
機
関
と
、
機
構
的
な
一
体
化
を
な
し
と
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
金
融
資
本
的
支
配
組

織
の
う
ち
に
一
定
の
位
置
を
占
め

そ
れ
に
よ
っ
て
、

た
ん
に
金
融
面
の
み
な
ら
ず
、
広
く
産
業
企
業
に
全
国
的
な
影
響
力
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

そ
の
信
用
機
構
と
し
て
の
性
格
は
、
す
で
に
み
た
と
こ
ろ
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、

い
ち
じ
る
し
く
投
機
性
の
強
い
も
の

で
あ
っ
た
(
ニ

0
年
代
の
商
業
銀
行
は
、

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
証
券
業
務
に
力
を
そ
そ
ぐ
ば
か
り
で
は
な
く
、
都
市
の
投
機

的
な
不
動
産
抵
当
貸
付
に
も
そ
の
資
金
の
多
く
を
ふ
り
む
け
て
い
た
〉
。

一
九
ニ
九
年
一

O
月
の
ニ
ュ

1
・ヨ

1
ク
取
引
所
の
株
式
暴
落
に

は
じ
ま
る
恐
慌
は
、
こ
の
よ
う
な
信
用
機
構
の
脆
弱
性
を
暴
露
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
中
小
銀
行
は
も
と
よ
り
、
絶
対
安
全
と
み
ら
れ

て
い
た
大
銀
行
も
経
営
難
に
お
ち
い
っ
た
。
休
業
、
合
同
は
あ
い
つ
い
で
お
こ
り
、

つ
い
に
一
九
三
一
二
年
三
月
、
全
銀
行
の
モ
ラ
ト
リ
ア



ム
が
宣
せ
ら
れ
た
Q

一
九
三
三
年
銀
行
法
(
商
業
銀
行
業
務
と
投
資
銀
行
業
務
の
兼
営
禁
止
)
、
一
九
三
四
証
券
取
引
所
法
(
証
券
取
引
委

員
会
の
設
置
)
等
々
の
諸
立
法
は
、
銀
行
の
こ
の
よ
う
な
投
機
的
性
格
に
も
と
づ
く
脆
弱
性
の
是
正
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

他
方
、
慢
性
的
不
況
を
反
映
し
て
企
業
の
証
券
発
行
は
減
少
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
ム
ア
イ

l
ル
政
策
の
実
施
に
よ
っ
て
、
政
府
公
僚
は
漸
次

増
大
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
吸
い
あ
げ
ら
れ
た
資
金
は
政
府
機
関
を
通
じ
て
直
接
に
散
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
均
衡
予
算
の
原
則
は
破
棄

さ
れ
、
赤
字
財
政
が
恒
常
化
し
、

ド
ル
は
切
下
げ
ら
れ
た
。
か
か
る
事
態
に
直
面
し
て
、
銀
行
じ
し
ん
も
、

そ
れ
に
適
応
し
た
態
勢
を
と

と
の
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
い
か
に
し
て
お
ζ

な
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

又
そ
の
こ
と
は
、

三

0
年
代
以
降
の
全
ア
メ
リ
カ
経

済
の
再
編
成
の
過
程
で
、

い
か
な
る
位
置
を
占
め
、

ど
の
よ
う
な
役
割
を
は
た
し
た
で
あ
ろ
う
か
Q

ζ

れ
を
解
明
す
る
こ
と
は
、

ま
7こ

つ
の
新
し
い
課
題
で
あ
る
。
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